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１ はじめに 

 

 今年度４月の周防大島高等学校の開校により、安下庄高等学校は２・３年生のみとなり、 

新入生として安下庄校舎には周防大島高等学校普通科１年次生、久賀校舎には周防大島高 

等学校福祉科１年次生を迎え入れた。従って、今年度の周防大島地域連携型中高一貫教育

は、周防大島町立東和中学校・日良居中学校・安下庄中学校と安下庄高等学校・周防大島

高等学校の間での取組である。これに、今年度は試行として、来年度から新たに連携に加

わる久賀中学校がいくつかの取組に参加した。 

 平成１３年度に始まる周防大島地域連携型中高一貫教育は、このたびの高等学校の再編 

統合のほか、来年度の久賀中学校の連携への加入、さらに平成２１年度の中学校再編統合 

による郡内全中学校への連携枠拡大も控えており、従来の取組をそのまま継承するだけで 

は立ち行かなくなる時期を迎えた。今後の数年間は、これまでの実践を根本から見直し、 

新しい形での取組に円滑に移行するための重要な転換期にあるといえる。 

 このことを踏まえて、今年度はいずれの取組においても今後のあり方を視野に置いたも 

のとし、改善・充実のための検討も行ったところである。



 4

２ 地域・学校の概要 

（１）地域の概要 

本地域は、瀬戸内海に浮かぶ周防大島（屋代島）の東部に位置し、豊かな自然に恵ま

れており、みかんを中心とした農業と漁業の盛んな所である。本州と島を結ぶ大島大橋

が開通してから、島で暮らす人々の生活の変容ぶりには目を見張るものがあるが、澄ん

だ空気と、のどかな雰囲気は今も昔も変わらないままである。 

また、本地域は、日本中を旅した民俗学者・宮本常一の出身地でもある。平成１６年

にオープンした周防大島文化交流センターには、宮本常一が残した膨大な数の写真のデ

ジタルデータが保存されており、宮本常一の足跡を全国に発信している。また、故人の

遺志を継ぐ動きとして、学びの場である『郷土大学』の講義が定期的に行われている。

この宮本常一の研究手法を学ぶことによって、子供たちがより深くふるさと大島につい

て学び、大島を愛する心を育てることを試みている。 

地域住民の学校教育に対する関心の高さは、安下庄高校の前身である旧制安下庄中学

校が全国でも珍しい町立中学校として創立した歴史があることからもうかがえる。地域

の学校教育への理解も深く、地域の教育力で学校が支えられている。 

さらに旧橘町では、昭和３８年に米国ハワイ州カウアイ島と姉妹島縁組みを結んでお

り、平成１０年度から平成１７年度までの間に、安下庄高校ではハワイ修学旅行をする

など、ハワイ州との交流も盛んである。 

平成１６年１０月１日に大島郡の４町が合併して、周防大島町として再出発した。近

年の少子化と若者の流出により町は高齢化の一途を辿ってはいるが、高齢者の福祉制度

の充実やブロードバンド化の推進、町の良さを再発見する様々なイベントが企画される

など、高齢者にとって住みよい、活力に溢れる町である。 

（２）学校の概要 

周防大島高校は、安下庄高校のある安下庄校舎(普通科)と久賀高校のある久賀校舎（福

祉科）という２校舎体制で今年度４月に開校した。 

中高一貫教育については、安下庄高校と近隣の周防大島町立東和中学校・日良居中学

校・安下庄中学校の３中学校で、県内初の連携型中高一貫教育校として平成１３年度か

らスタートした。 

安下庄校舎には生徒１７８名が学んでおり、１年の国語・数学・英語と、２年の一部

の授業で習熟度別少人数指導を行い、きめ細かな指導を実施している。 

連携する３中学校のうち、まず安下庄中学校は各学年１クラスで、生徒数７２名であ

り連携中学校の中で一番生徒数の多い学校である。次に、日良居中学校は全校生徒数３

１名という小規模校である。東和中学校は全校生徒数５６名である。なお、今年度試行

に参加した久賀中学校は生徒数８２名である。 

連携３中学校ともに、連携型中高一貫教育に加えて平成１７年度から地域の小学校と

の小中連携にも取り組んでいる。これにより、周防大島地域全体が地域の子供たちは地

域で育てるという体制が整い、小学校から高校までの１２年間という大きなスパンで教

育活動に取り組むことができるようになった。 
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（３）実践研究組織 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

周防大島地域中高一貫教育研究小委員会（事務局：周防大島高校） 

○ 連携校の校長、教頭および関係教職員 

・周防大島高等学校：校長、教頭、事務長、教務部主任、中高一貫部主任 

・久賀高校：校長、教頭、教務部主任 

・安下庄中学校・日良居中学校・東和中学校：校長、教頭、教務主任 

周防大島地域中高一貫教育研究委員会（事務局：周防大島高校） 

○ 市町村教育委員会関係者 

・周防大島町教育委員会教育長・学校教育課長 

○ 連携校の校長、教頭および関係教職員 

・周防大島高等学校：校長、教頭、事務長、教務部主任、中高一貫部主任、 

学校評議員代表等 

 ・久賀高等学校：校長、教頭、教務部主任 

・安下庄中学校・日良居中学校・東和中学校：校長、教務主任 

・町立三蒲小学校・町立椋野小学校：校長 

○ 県教育委員会関係職員 

・ 義務教育課（指導班）、高校教育課（普通教育班・高校改革推進班） 

山口県教育委員会 

教科別研修会・専門部会 

○ 教科別研修会 

○ 管理職部会 

○ 教務部会 

○ 進路指導部会 

○ 生徒指導部会 

○ 生徒会担当部会 

○ 情報部会 

○ 総合的な学習の時間 担当者部会 

教務部－中高一貫教育部主任会議 

中高一貫教育行事担当者会議 

○ ボランティア活動 

○ ふれあいマラソン大会 

○ ふれあいみかん収穫作業 

○ 私の主張・郷土おおしま発表大会

周防大島町教育委員会 
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（４）実践研究の経過 

月 日              実 施 内 容 

4月 4日(水) 
4月 9日(月) 
4月23日(月) 

 

5月 2日(水) 
5月 7日(月) 
5月 8日(火) 

 

 

 

5月10日(木) 
5月10日(木) 

 

5月31日(木) 
6月19日(火) 
6月28日(水) 
7月2日(月) 
7月7日(土) 

7月12日(木) 
7月17日(火) 
8月3日(金) 
8月7日(火) 

 

8月17日(金)～ 

19日(日) 
8月24日(金) 
8月24日(金) 
夏休み中 

9月2日(日) 

9月8日(土) 

9月11日(火) 

9月27日(木) 

10月1日(月) 

10月3日(水) 

10月9日(火) 

10月12日(金) 

 

10月16日(火) 

10月23日(火) 

11月1日(木) 

11月5日(月) 

11月8日(木) 

第１回周防大島地域中高一貫教育合同研修会（14:00～ 安下庄高校） 

周防大島高校開校式 

連携中学校の保護者等への安下庄高校や中高一貫教育の概要説明 

（日良居中学校） 

第２回中高一貫教務主任会議（14:00～ 安下庄中学校） 

中高一貫カウンセリング活動（安下庄中学校卒業生対象） 

平成１９年度交流授業開始 

中高一貫カウンセリング活動（日良居中学校卒業生対象） 

連携中学校の保護者等への周防大島高校や中高一貫教育の概要説明 

                       （安下庄中学校･東和中学校） 

中高一貫カウンセリング活動（東和中学校卒業生対象） 

周防大島地域中高一貫研究委員会（13:00～ 周防大島高校安下庄校舎） 

第３回中高一貫教務主任会議（16:00～ 周防大島高校安下庄校舎） 

第４回中高一貫教務主任会議（14:00～ 日良居中学校） 

第2回周防大島地域中高一貫合同研修会（16:00～ 橘総合センター） 

日良居中学校において交流授業における研究授業（中学校２年国語） 

第5回中高一貫教務主任会議（14:00～ 東和中学校） 

周防大島高校（普通科）オープンキャンパス（10:00～12:40 周防大島高校） 

ボランティア活動第１回担当者会議（14:00～ 周防大島高校会議室） 

ふれあいみかん収穫作業第１回担当者会議（14:00～ 周防大島高校会議室） 

広島県立加茂北高校学校訪問（連携型中高一貫校） 

第３回周防大島地域中高一貫合同研修会（13:30～橘総合センター・安下庄中学校）

 （秋芳・美東地域から美祢高校教頭が参加） 

イングリッシュキャンプ（橘ウインドパーク） 

 

周防大島高校福祉科オープンキャンパス（周防大島高校久賀校舎） 

第２回秋芳・美東地域中高一貫教育合同研修会参加 

中高一貫ボランティア活動 

安下庄高校、周防大島高校体育祭にて連携中学校ほか招待リレー 

ボランティア活動（日良居中学校運動会運営に安下庄、周防大島高校生が協力） 

第２学期連携中高相互交流授業開始 

安下庄高校・周防大島高校、安下庄中学校生徒による交通安全キャンペーン 

久賀中学校との連携にかかる第１回交流授業打ち合わせ会議（久賀中学校） 

県教委学校訪問にかかる研究授業公開（周防大島高校） 

第７回中高一貫教務主任会議（周防大島高校） 

平成１９年度柳井地域学力向上ジョイント研修会において連携型中高一貫教育に 

関する研究発表 

平成１９年度全国高等学校教育改革研究協議会参加（東京） 

保健体育科における交流授業実施（周防大島高校） 

キャリアカウンセリング（日良居中学校） 

ふれあいみかん収穫作業第２回担当者会議 

安下庄中学校養護教諭によるカウンセリング活動 
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11月9日(金) 

11月12日(月) 

11月14日(水) 

11月19日(月) 

11月21日(水) 

11月28日(水) 

12月4日(火) 

12月7日(金) 

 

12月11日(火) 

12月12日(水) 

 

1月9日(水) 

1月15日(火) 

1月17日(木) 

1月21日(月) 

1月22日(火) 

1月25日(金) 

2月6日(水) 

2月7日(木) 

2月20日(水) 

2月25日(月) 

3月4日(火) 

3月17日(月) 

3月25日(火) 

東和中学校養護教諭によるカウンセリング活動 

日良居中学校養護教諭によるカウンセリング活動 

ふれあいマラソン大会 

進路相談（東和中学校） 

私の主張・郷土おおしま発表大会第１回担当者会議（周防大島高校） 

第４回合同研修会（東和中学校） 

東和中学校社会科研究授業 

ふれあいみかん収穫作業 

久賀中学校、交流授業における研究授業（国語科） 

ふれあいみかん収穫作業 

東和中学校人権教育参観日ならびに学校保健委員会 

久賀中学校、交流授業における研究授業（数学科） 

第９回中高一貫教務主任会議（安下庄中学校） 

中学生対象のキャリアセミナー（安下庄中学校、東和中学校） 

第２回中高一貫研究委員会（周防大島高校久賀校舎） 

交流授業試行における英語研究授業（久賀中学校） 

私の主張・郷土おおしま発表大会（橘総合センター） 

御調地域連携型中高一貫教育公開研究会参加（尾道市 御調高校） 

連携型中高一貫教育に係る入学者選抜 

         （周防大島高校安下庄校舎） 

中学生対象のキャリアセミナー（日良居中学校） 

第10回中高一貫教務主任会議（日良居中学校） 

第５回周防大島地域中高一貫教育合同研修会（周防大島高校安下庄校舎） 

春休み学習会①（周防大島高校安下庄校舎） 

春休み学習会②（周防大島高校安下庄校舎） 
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３ 実践内容とその成果および課題 

（１）本地域の目指す中高一貫教育 

○ コンセプト 

 

○ コンセプトを実現するための４つの柱となる教育活動 

 

昨年度までの本地域の中高一貫教育における基本コンセプトを実現するための三本柱

として設定された「一人ひとりの学力の充実をめざす教育」、「６年間を見通したテー

マ学習」、「体験的な学習を重視した学校行事」を踏襲し上記の４つのコンセプトを立

てた。さらに、「６年間を見通した進路指導」や「６年間を見通した生徒指導」にも取

り組み、様々な成果をあげてきた。 

ア これまでの取組の概要 

（ア）確かな学力の向上を目指し、生徒の進学希望に応える教育の推進 

   生徒の進路希望に対応した選択幅の広い教育の推進 

○ 生徒一人ひとりの学力の充実をめざす教育システムの構築（図１参照） 

○ 中高６年間を見通した特色ある教育課程の編成 

・ 中学校における各教科年間指導計画の共通化 

・ 中学校における多様な選択教科の開設 

（「ＢＳ(Basic Study)教科、ＳＳ(Skill Study)教科、ＥＳ(Expression Study)

教科」） 

・ 高等学校１年の国語・数学・英語における習熟度別少人数指導の実施 

・ 高等学校２年から、生徒の個性や進路に応じた多様なコース・系列の設定 

○ 中高教員による指導方法の工夫改善 

○ 基礎学力の定着度の確認方法及び指導方法へのフィードバック 

○ 「周防大島高校が求める５教科の力」の作成および活用方法の工夫・改善 

○ ６年間を見通した計画的な資格取得 

○ 連携中学生の中学校修了後の「ゆとり」を生かした指導の実施（数学科・英語科） 

 

 
確かな学力と豊かな人間性を身につけ、一人ひとりの夢を実現する学校

１ 確かな学力の向上を目指し、生徒の進学希望に応える教育の推進

 

２ 生徒の進路希望に対応した選択幅の広い教育の推進 

 

３ 地域とともに生きる福祉教育の充実 

 

４ 地域の生徒を地域で育てる教育の推進 
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（イ） 地域とともに生きる福祉教育の充実 

○ 福祉科との連携方法の研究 

 

（ウ） 地域の生徒を地域で育てる教育の推進 

●６年間を見通したテーマ学習（「郷土おおしま」の取組） 

○ 学年に応じたテーマ学習の指導法及び評価法の研究 

○ フィールドワークを取り入れた調査方法の研究 

 

●体験的な学習を重視した学校行事 

○ 地域との連携を図りつつ、生徒の主体的な取組みを充実させる工夫 

○ 異年齢集団の中での円満な人間関係の育成 

○ 中高担当教員による役割分担の明確化と協力体制の強化 

 

（エ） ６年間を見通した進路指導 

○ 中高６年間を見通した年間指導計画の作成 

○ 生徒一人ひとりが自己の在り方生き方を考え、主体的に進路決定を行うための段

階的・継続的な支援 

○ 中学生を対象とした体験入学・キャリアセミナーの実施・充実 

 

（オ） ６年間を見通した生徒指導 

○ 高校生を対象とした、中学校教員・養護教諭によるカウンセリング活動の実施 

○ 中高６年間の各クラスの学級経営方針・基準の統一への取組 

○ 自己実現のために必要な課題発見・解決力や、コミュニケーション能力・表現力  

の向上  

○ 各種合同行事における、異年齢集団の中での人間関係づくりへの支援 
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（２）実践研究の課題 

 

 

 

 

 

 

 

中学校修了段階での中学生の学力を確認できるようにするために、平成１６年度より

本地域独自で中高教員により作成してきた「安下庄高校が求める５教科の力」（通称；

ガイドライン）を、本年度より「周防大島高校が求める５教科の力」に改称し、一層の

改訂作業を進めた。本年度はこのガイドラインを用いて、中学校終了段階での基礎学力

をいかに充実させるかということを課題とし、それを実現するために、ガイドラインの

活用状況を夏休みと３学期に調査を行い、その活用方法を事例集にまとめ、各校に配布

した。 

また、周防大島高校の開校に合わせ、中高の生徒指導部が協力して指導体制をより充

実させていく必要がある。新高校がスタートするということもあり、落ち着いた環境の

中で学校生活を送れるように中高教員がサポートし、生徒が学習や学校行事、部活動等

にしっかりと打ち込むことができた。 

 

（３）「確かな学力の向上を目指し、生徒の進学希望に応える教育の推進」および 

「生徒の進路希望に対応した選択幅の広い教育の推進」の取組 

ア 中高で連携した特色ある教育課程の編成 

○ 中学校における各教科年間指導計画の共通化  

（ア）取組 

 

 

 

 

 

（イ）成果と課題  

成 果 課 題 

○ 定期テストの共通化の導入とその

ねらいについて、中高教員での共通

理解を図ることができた。 

○ 高等学校を含めた連携校間での教

科研修の機会が増え、指導方法の工

夫など、研修意識が高まり、共通の

課題や指導上の問題点を多角的に

分析することができた。 

○ 基礎学力の定着度の確認および生

徒の学習のつまずき箇所の発見が

容易になった。 

○ 年間指導計画を学校・教科間で再

確認し、計画的な指導の徹底を図る

必要がある。 

○ 教科担当者間での連絡をより密に

し、年間を通じて、より系統的・効

果的な指導が実施できるよう努力

する必要がある。 

 

○ 連携３中学校の各教科の年間学習指導計画の共通化 

○ 定期テストの共通化に対する中高教員の共通理解の徹底 

○ 中高間および中中間での教科担当者による連絡体制の強化 

 

○ 「周防大島高校が求める５教科の力」の活用方法の模索 

 

○ 中高一貫した生徒指導体制の充実 
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（ウ）今後の展望  

指導計画の共通化が始まって７年目になり、定期テストや指導計画の共通化が定

着してきた。しかし、中高の教員一人ひとりがもう一度出発地点に立ち戻り、日々

の授業実践における指導の質的向上をねらった当初のねらいを考え直すとともに、

教科ごとに十分な協議を行い、年間指導計画や定期テストの共通化に関する研究や

実践をより発展させる必要がある。 

また、本年度は年間指導計画の様式も３校で共通化し、中学校間の連携を一層強

くすることができた。今後、更なる分析を進めるためにも共通化する部分を絞り込

み、分析した結果を日頃の授業活動にフィードバックすることも踏まえて授業に取

り組んで行くことが必要になると思われる。 

 

○ 中学校における多様な選択教科  

（ア）取組 

 

    

 

   

  

ＢＳ教科は、ＢＳ１とＢＳ２に分けて実施し、必修教科の補充的学習に重点を置

き、基礎学力の定着をめざしている。ＢＳ１教科については、国語・数学・英語の

３教科を開設した。また、ＢＳ２教科については、社会・理科の２教科を開設した。 

ＳＳ教科では、音楽・美術・保健体育・技術家庭科等の教科を開設し、生徒の個

性や特性を伸ばすことをめざした。 

ＥＳ教科においては、「表現活動」に重点をおき、生徒の自己表現能力を高める

ことをめざしている。 

ＥＳ教科では、高校の教育課程を見通し「情報」・「英会話」・「表現」の教科

を開設した。「情報」では、ＩＴ関係の学習を中心に実施し、情報収集やプレゼン

テーション能力を養うとともに、学校生活をはじめ生活全般の中で、コンピュータ

を積極的に活用する態度を養う。「英会話」では、積極的にコミュニケーションを

図ろうとする態度を養うとともに、英語で自己表現する能力を高める。「表現」で

は、国語だけでなく音楽・美術・保健体育等の教科まで幅を広げ、様々な自己表現

能力を養う。（表１参照） 

今年度より、各中学校の現状に柔軟に対応するため、ＥＳ教科、ＳＳ教科の開設

教科を学校ごとに設定できるようにした。 

○ ＢＳ（Basic Study）教科における、必修科目の補充的な学習の実施 

○ ＳＳ（Skill Study）教科における、生徒の個性や特性の伸長 

○ ＥＳ（Expression Study）における生徒の自己表現能力の育成 



 12

表１ 中学校における多様な選択教科 

（イ）成果と課題  

成 果 課 題 

○ 生徒一人ひとりの能力を生かせる

場面が多くなり、生徒の学習意欲が

向上した。 

○ 選 択 教 科 の 授 業 で 高 校 教 員 と の

Ｔ・Ｔを実施することで、高校での

学習内容とのつながりを中学生が理

解できる等、教科に対する興味・関

心を高めることができた。 

○ 指導内容や指導方法については、

通常の授業との関連や位置づけも再

検討する必要があると思われる。 

○ 高校教員が中心となって授業を展

開する場合の評価についても検討の

必要がある。 

 

教 科 内   容 

国 語 

・基礎・基本の定着を図るための漢字学習・作文学習や劇、言葉遊

び等の取組 

・教員作成の教材の活用 

数 学 ・必修数学の復習や、基本問題を中心とした学習 

Ｂ

Ｓ

１ 

英 語 ・単元テストや定期テスト等でつまずいた内容の繰り返し学習 

社 会 ・必修社会の復習や教員作成の教材の活用 Ｂ

Ｓ

２ 理 科 
・興味・関心を持たせる実験や問題集を利用しての基礎・基本を定

着させる学習 

音 楽 ・ギターや管楽器・ピアノなどの演奏技能の習得とアンサンブル 

美 術 ・各自が選んだ制作方法での作品づくり 

保 体 
・バドミントンやレクリエーションスポーツなどを通して運動の基

礎を修得 

Ｓ 

 

Ｓ 

技 術 
・決められた材料を利用しての作品づくりや、コンピュータの基礎

的な学習 

情 報 
・インターネットを利用して情報を収集し、その資料をもとにプレ

ゼンテーションを行うなど、コンピュータを活用した学習 

英会話 

・ビデオ視聴・クイズやゲームによる基本的な日常会話の学習や、

英語で自分を紹介するポスターづくり 

・ＡＬＴや高校教員とのＴ・Ｔ（ティーム・ティーチング）で実施

音 楽 
・民俗芸能ケチャの表現や手拍子でのリズム創作やアンサンブル、

和楽器演奏や歌唱の取組 

美 術 ・各自の課題に基づく創作活動 

Ｅ 

 

Ｓ 

保 体 ・ダンスやボディーパーカッションによる身体表現活動 
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（ウ）今後の展望  

それぞれの選択教科で身に付けさせる基礎学力やねらいを明確にし、生徒・教員

ともに十分に理解して授業に取り組むことが重要である。そして、単なる通常授業

の補完的な役割としての選択教科ではなく、ＢＳ・ＳＳ・ＥＳのそれぞれの選択教

科について担当教員で十分な協議を重ね、高校での関連する授業内容も考慮し、中

高での継続した指導が行えるよう、検証していく必要がある。 

また、選択授業の設定教科に幅を持たせたが、中中間での大幅なずれ等のないよ

うに慎重に協議をする必要がある。 

 

○ 高等学校における習熟度別少人数指導  

（ア）取組 

   

 

 

 

 

 

 

 

（イ）成果と課題  

成 果 課 題 

○ 生徒の到達度に合った内容を学習

させることができ、個人指導の時間

もとれるので、大変有効である。 

○ 生徒がつまずきやすい箇所を事前

に予測し、重点的に補足説明等を行

うことができ、一人ひとりの理解度

に応じたきめ細かな指導ができた。

○ 習熟度別クラス編成では、生徒の

理解度の差が大きく、生徒の学力差

や個性に対応した指導を行うために

も可能な限り弾力的なクラス編成が

必要である。 

○ 少人数であるメリットを生かした

指導方法と評価の方法について、さ

らに協議を進めていく必要がある。

（ウ）今後の展望  

生徒一人ひとりの学力を向上させる手段として習熟の程度に応じて授業する方

法は有効であると思われる。また、昨年度は、習熟度は基礎・発展の２段階であっ

たが、本年度から更に細分化し、よりきめ細かな習熟度別少人数指導を実施してい

くことができた。細分化されたクラスで多様な生徒の学習をどこまでサポートでき

るか、全力で取り組んでいく必要がある。 

また、生徒の進路希望に応じるために、数学・英語の習熟度クラス編成において、

発展クラスを１１月よりアカデミックコース進学者のみで編成し、進路に対する意

識を高めることができた。このような、新しいクラス編成の方法も引き続き考えて

いく必要がある。 

 

 

 

 

 

○ 高校普通科１年次生を対象に、国語総合（古典分野）、数学Ⅰ、数学Ａ、

英語Ⅰで実施 

○ 普通科１年次３クラスを合併させ、生徒の理解度・到達度に合わせて、発

展クラス（１クラス）・標準クラス（２クラス）・基礎クラス（１クラス）

に分けて授業を展開 

○ 数学・英語において、週一回程度、連携中学校の教員が高校を訪れ（数学

３名、英語３名）、Ｔ・Ｔにより、きめ細かな指導を展開 
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○ 高等学校における多彩なコース・系列の設置（普通科）  

（ア）取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ）成果と課題  

成 果 課 題 

○ 生 徒 の 多 様 な 進 路 希 望 に 対 応 で

き、６年間継続した学習を行うこと

が出来る。 

○ 具体的に進路をしぼり、夢の実現

にむけて目標を設定できる。 

○ ２コース６系列の多様な教科・科

目を効率よく運用するための工夫・

検討が必要である。 

○ 生徒の進路希望を１年次生によく

考えさせる必要がある。 

（ウ）今後の展望  

高校における２コース６系列の設置により、中学生の多様な興味・関心に対応で

きるというメリットがある。しかし、同時に、実際の運用面で慎重に検討する必要

がある。今年度は全学年・年次の生徒が新教育課程による授業を受講しており、授

業運用面での課題を精査し、生徒の進路状況や社会情勢を十分に把握して、必要が

あればコース内容や選択授業の再検討を行うなど、効率的な運用をめざすことが求

められている。また、多彩な選択授業を開講する上で、各授業を担当する教員の数

が最大の検討課題となってくる。生徒一人ひとりの興味・関心に即した授業の開講

が実現できるよう、教員定数を維持するなど、様々な教育環境を整える必要がある

と思われる。 

○ 生徒の進路や興味・関心及び保護者のニーズの多様化に対応するため

に、２コース・６系列を設置（図２参照） 

・「アカデミックコース」では、上級学校への進学をめざし、学究的な

学習を展開 

  ・「プラクティカルコース」では、商業や福祉及び芸術などの、実践的

な学習を展開 

図２ 中高６年間を見通した特色ある教育課程 
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イ 中高教員による指導方法の工夫・改善  

（ア）取組 

 

    

 

 

   

（イ）アンケート実施とその結果 

昨年度同様、今年度末に連携中学生と高校１年次生を対象に交流授業に関するアンケ

ートを実施した。 

ａ 中学校における交流授業について 

Ｑ１）国語・数学・英語・音楽の交流授業について、どう思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ２）交流授業の良い点・悪い点を書いて下さい。 

 

 

 

大変役に立つ 役に立つ 
あまり役に立た

ない 
役に立たない 

  

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 

合計 

Ｈ１９ 22 29.7% 44 59.5% 7 9.5% 1 1.4% 74
国語 

Ｈ１８ 6 17.1% 24 68.6% 4 11.4% 1 2.9% 35

Ｈ１９ 30 30.9% 51 52.6% 14 14.4% 2 2.1% 97
数学 

Ｈ１８ 16 27% 36 60% 7 12% 1 2% 60

Ｈ１９ 24 38.7% 35 56.5% 3 4.8% 0 0.0% 62
英語 

Ｈ１８ 26 27.7% 54 57.4% 13 13.8% 1 1.1% 94

Ｈ１９ 17 23.6% 51 70.8% 4 5.6% 0 0.0% 72
音楽 

Ｈ１８ 24 28.2% 50 58.8% 8 9.4% 3 3.5% 85

 良い点 悪い点 

 

 

国語 

・困っているときにヒントをくださる 

・中学校では習わないような発展的な内

容が学べる 

・高校の先生に教わっていい経験になっ

た 

・専門性が高く身につけられる 

・交流授業があるときとないときで単元

が別々なのでごちゃごちゃになった 

・早すぎてついていけなかった 

・高校の先生でなくてもよいと思うこと

があった 

数学 

・質問できる回数が増える 

・よく分かる 

・少しレベルの高い考え方も教えてもら

える 

・高校で役に立つことを具体的に教えて

もらえる 

・話しかけられたときに緊張する。 

・席を見て歩いて教える以外にも何かや

って欲しかった 

・もっと教えてもらいたかった 

○ 交流授業における中高教員のＴ・Ｔを中心とした、きめ細かな指導の展

開 

○ 中学校の通常授業における交流授業での指導方法の工夫・改善 
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ｂ 高校における交流授業について 

Ｑ１）国語・数学・英語・音楽の交流授業について、どう思いますか。 

   大変役に立つ 役に立つ 
あまり役に立たな

い 
役に立たない 

   人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 

合計

数学 1 5% 9 47% 9 47% 0 0% 19
連携中出身者 

英語 5 28% 10 56% 3 17% 0 0% 18

数学 0 0% 5 25% 9 45% 6 30% 20連携中出身者

以外 英語 0 0% 9 43% 7 33% 5 24% 21

           

   大変役に立つ 役に立つ 
あまり役に立たな

い 
役に立たない 

   人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 

合計

数学 1 3% 14 36% 18 46% 6 15% 39
H19 年度全員 

英語 5 13% 19 49% 10 26% 5 13% 39

           

   大変役に立つ 役に立つ 
あまり役に立たな

い 
役に立たない 

   人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 

合計

数学 9 21% 19 44% 8 19% 7 16% 43
H18 年度全員 

英語 4 14% 19 66% 2 7% 4 14% 29

 

Ｑ２）交流授業の良い点・悪い点を書いて下さい。 

英語 

・英語を使う機会が多くなった 

・（ＡＬＴの）本場の発音が生で聞ける

・簡単な英会話が練習できる 

・英語ばかりで途中の話がわかりにくい

・話すスピードがはやい 

音楽 

・良いところや悪いところを指摘しても

らえる 

・本格的なこと（息づかいや強弱など）

を教えてくださる 

・中学校の先生以外の目線（どうみてい

るか）がよくわかる 

・普段の中学校の授業でやらないような

ことも教えてもらえた 

・発声練習が難しい 

・歌が多く立っている時間が長い 

 良い点 悪い点 

数学 

・中学校で教わった先生なので聞きや

すい。 

・先生が２人いるので聞く機会が増え

る。 

・高校の先生に聞けないときに中学校

の先生に聞ける 

・授業に集中できた 

・違和感がある（連携中以外の生徒） 

・中学校の先生にもっと積極的に参加して欲

しい。（２人で授業をして欲しい） 

・連携中出身ではないから役に立たない。 
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今年度の交流授業のアンケートの結果も、昨年度と同様に、高校での交流授業に対す

る高校生の評価について顕著な結果が現れた。連携中学校出身者の生徒で交流授業に対

して５～８割の生徒が肯定的に捉えているのに対して、連携中学校以外出身者の生徒の

うち６～８割の生徒が否定的に捉えていた。連携中学校の生徒が授業をＴＴ等２人で行

うことに慣れているのに対して、連携中学校以外の生徒が２人以上の教員での授業に馴

染めていないということが原因として挙げられる。 

前向きに授業に取り組む姿勢は、授業内容の理解度の向上へつながる重要な要因であ

り、この点から考えても、中学校時に中高教員によるＴ・Ｔ指導を受けてきた連携中学

校の生徒は、学力の向上につながる要因をより強く持っていると言える。交流授業のメ

リットを生かし、生徒の学力向上を目指すためにも、連携中学校から一人でも多くの生

徒が周防大島高校へ入学することが望まれる。 

また、中学生については交流授業に対する生徒の評価は高かった。高校の教員がより

専門的なことを教えてくれるということからも、中学生の向上心の高さも伺われる。中

にはもっと高校の教員が前にたって教えて欲しいという積極的な意見もあった。 

このアンケートの結果により、来年度以降の交流授業についても中学校・高校の教員

でよく話し合いながら、より実りあるものにしていくことが必要とされる。 

 

 

 

英語 

・中学校の時の内容を含めながら高校

の内容が勉強できた。 

・先生が２人いるので聞く機会が増え

る。 

・知っている先生だと愛着があって聞

きやすい。 

・（中学校の先生は）難しいことを言

わないので役に立つ。 

・色々な教え方で学べる。 

・発展クラスにも先生に来て欲しい。 

・進むペースが遅くなる。 

・中学校の先生がT1をやってもよいのではな

いか。 

・もっと中学校の先生に来て欲しい。 

・あまり見られると恥ずかしい、気になる。
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ウ 基礎学力の定着度の確認方法および指導へのフィードバック 

（ア）取組 

連携中学校から本校へ進学を希望する生徒には「連携型中高一貫教育に係る入学者

選抜」において、面接、小論文等によるいわゆる『簡便な入試』を実施しているが、

中学・高校生の学力をきちんと保証し、地域や保護者にも不安を与えないという意味

から、少なくとも学力検査の行われていた５教科については中高が連携した一人ひと

りの学力の定着度の把握が必要とされ、その方法についての研究を行ってきた。 

学習内容の定着度の確認とそのフィードバックは、その間隔が短いほど効果的であ

ると考えられる。しかし、その場で教えたことの定着度を確認しその場で理解不十分

な生徒に指導を加えることは、実際問題として難しい。しかし、Ｔ・Ｔであれば、一

人の教員が授業を進行している間に一方の教員が机間指導等を行って生徒のつまずき

を早期に発見し、指導することができる。 

中学校では、国語・社会・数学・理科・英語の５教科について、単元終了ごとに「単

元別テスト」を実施し、基礎的・基本的事項にしぼって、より短いスパンでの定着度

の把握を行い、指導へのフィードバックを迅速化することによって生徒の基礎学力の

向上に努めている。上記５教科の「定期テスト」も定着度の確認に活用している。連

携中学校では、定期テスト問題の一部を共通化し、定着度の確認をするための成績資

料作成を中１から高１まで一貫して行うことにした。定期テストの分析を行うために、

中高で協力して「教科別診断表」という成績資料を作成している。（表２参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ Ｔ・Ｔによるつまずき箇所の発見 

○ 「教科別診断表」や「単元別テスト」を活用した定着度の確認と指導へ

のフィードバック 

○ 定期テストの共通化によるデータを活用した資料の作成とフィードバ

ック方法の検討 

○ 実力テストの共通化による度数分布表の作成と生徒へのフィードバッ

ク 
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表２ 教科別診断表  
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さらに、長いスパンでの学力の定着度を確認するために中高で「基礎力診断テスト」

を実施している。以上のような各種テストを用いた学力の定着度の確認方法とそのフ

ィードバック体制を図示したのが上図である（図３参照）。 

また、すべてが数字のデータである「教科別診断表」をより効果的に活用し、日頃

の授業の指導力向上に資するために、担当教員の採点上の気付きをまとめた「定期テ

ストの感想・気付き」という一覧表も「教科別診断表」と同時期に作成している。こ

れは、生徒のつまずき箇所を発見しやすくするとともに、生徒の不得意分野の解明と

日頃の指導との関連性を教員が自己評価できる機会にもなっている。教科別診断表の

分析については主に、合同研修会の教科別研修会において、中高教員で行っている。 

さらに、１１月に実施される中学校２年生の県共通テストと同時期に１、３年生に

おいては実力テストを実施し、３中学校でデータを集約し度数分布表を作成して生徒

個人に配布することで、中学生はより大きな集団の中で自分の位置を確認できる機会

となった。中学校教員からは、中学生の学習に対する意識が向上し大いに刺激になっ

たと、大変好意的に受け止められている。また、中学校教員自身も自らの指導方法を

改善する良いきっかけとなっているようである。学習は各個人で行うべきもので、競

争心を煽りすぎると逆効果になってしまうが、母集団の小さな学校では、自らの現状

を知り学習意欲をさらに高めていくことが非常に難しく、今回の度数分布表の作成お

よび生徒への配布は大変有効であり、引き続き実施していきたい。 

 

図３ 定着度の確認と指導へのフィードバック体制 
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○ 中高教員による「周防大島高校が求める５教科の力」（通称：ガイドライ

ン）活用方法の模索 

（イ）成果と課題  

成 果 課 題 

○ Ｔ・Ｔの実施により、その場で理

解が不十分な生徒に即座に対応でき

る。 

○ 中高の教員間で、学力の問題につ

いて具体的な資料に基づいた話し合

いができるようになった。 

○ 度数分布表の作成および配布によ

り、中学生・中学教員ともに大いに

刺激となった。 

○ フィードバックの効果的な方法に

ついて、さらに研修を深める必要が

ある。 

○ 基礎学力が他地域と比べてどのよ

うな傾向にあるのかを検討する必要

がある。 

○ 高校における、データの有効的な

活用方法の検討が必要である。 

（ウ）今後の展望  

現在、中高の５教科（国語・社会・数学・理科・英語）の担当教員を中心にデータ

の入力や分析を行っており、データの蓄積を行い、日々の指導の改善にフィードバッ

クできるシステムを作り上げている。これにより、個人の成績の推移を取り出して活

用することができ、生徒にとっても教員にとっても、学習を進める上での指針になる。

また昨年度より作成している「定期テストの感想・気付き」を補完的に用いることで、

数字の羅列になりがちなデータの分析をより意味のある生きたデータとすることが考

えられる。引き続き、データの活用の取組と一層の工夫・改善が課題である。 

また、実力テストのデータ集約に度数分布表を加えることで、より効果的に指導へ

のフィードバック体制をより強固なものにすることができると期待されている。今後

さらに中高教員間での検討を重ね、生徒の学習の定着度をさらに図っていくためにも、

以下に挙げる「周防大島高校が求める５教科の力」との関連性も探りながら、各教科

で協議していく必要がある。 

 

エ 「周防大島高校が求める５教科の力」の活用 

（ア）取組 

 

    

 

 

夏休みに行った第３回合同研修会と３月におこなった第５回の合同研修会の際にガ

イドラインの活用状況・活用の場面や活用方法を調査し、お互いの活用方法を知り、

今後の活用の参考にするために「ガイドライン活用事例集」を作成した。 

 

（イ）成果と課題  

成 果 課 題 

○ 中高教員間で基礎基本となる学力

についての議論が活発に行われた。

○ 中学校と高校での指導の連続性や

一貫性に対する意識が向上した。 

○ 活用状況を事例集にまとめること

でガイドラインに対する教員の意識

の高揚も図れた。 

○ ガイドラインで示された学習項目

を今後どのような形で評価し、指導

に生かしていくのかが大きな課題で

ある。 

○ ガイドラインの継続的な活用が最

大の課題である。 
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（ウ）今後の展望  

ガイドラインの活用事例集を完成させたことで、来年度以降のガイドラインの活用

も活発になることが予想される。高校においても中学生に春休み学習会で活用してい

るが、高校での学習の基本となる中学校の内容が確認できるよう、高校生への意識の

喚起も必要となってくるかもしれない。 

今後も今年度の実施状況を十分に踏まえ、中学生にとってより効果的で活用しやす

いガイドラインを目指して改良を加えていきたい。 

 

オ ６年間を見通した計画的な資格取得 

（ア）取組 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

（イ）成果と課題   

成 果 課 題 

○ 目標が明確になるので、主体的に

学ぶ姿勢を育むことができる。  
○ 上位資格へのステップアップを果

たすことで、生徒に達成感・充実感

を味わわせることができ、より積極

的に授業に取り組むことができる。 

○ 訪問介護員の資格については、実習

における外部とのかかわりが多いた

め、公共心や職業に対する意識の高

さがみられる。 

 

○ 連携３中学校の生徒数が減少し、

男女共修や他学年合同の授業が増え

てきているため、指導計画、評価の

共通化を工夫しなければならない。

○ 検定の合格を目標とした授業にな

らないよう、授業研究に努めなけれ

ばならない。 

○ 家庭科を履修していない生徒の受

検要望が増えてきたことへの対応を

考えていかなければならない。 

 

 

（ウ）今後の展望 

検定は、生徒に達成感・充実感を経験させることができるため、さらなる学習への

励みとなるものである。また、結果は生徒の学力をはかるのみでなく、教員の授業の

成果を客観的にはかる材料となるので、授業研究の糧にもなり、教育効果は大きいと

言える。今後も、教科指導と検定対策とのバランスを充分に考慮し、日々の授業研究

に努めるとともに、検定受検の意義を早い段階から周知徹底させ理解させるための取

組がより一層必要になると考えられる。 

○ より専門的な資格取得のサポートの実施 

・ 商業科 … 「情報処理検定」「ワープロ実務検定」 

 「簿記実務検定」「珠算・電卓実務検定」 

 「商業経済検定」(全て財団法人全国商業高等学校協会主催）

・ 家庭科 … 「全国高等学校家庭科食物調理技術検定」 

「全国高等学校家庭科被服製作技術検定」 

「全国高等学校家庭科保育検定」 

「訪問介護員」「居宅介護従業者」        
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カ 中学校修了後の「ゆとり」を生かした指導の取組 

中高一貫教育によって生じる「ゆとり」については、様々な視点に立った捉え方が

あるように思うが、本地域では、連携中学生の中学校修了後から高校入学後の学習に

スムーズに移行できるよう、効果的な「ゆとり」の活用方法について研究を行った。 

（ア）取組 

中学校修了後入学までに２回、連携３中学校からの入学生に対して、数学科と英語

科の教員による学習指導を「春休み学習会」として行った。 

今年度は、高校の教員だけでなく中学校の教員とも協力して、一人ひとりにきめ細

やかな指導ができるよう配慮した。 

ａ 数学科の取組 

数学科では、ガイドラインにより事前に課題を提示し、２時間の授業を「テスト」

と「解説」の２部構成で展開した。特に、最近の入学生は計算力に課題があること

が多いので、まずは数や文字の四則演算がしっかりとできるように取り組んだこと

は、大変有効であった。 

ｂ 英語科の取組 

昨年度、基本的な単語の学習から初歩的な文法事項まで指導内容をいくつかのス

テップに分け、各段階のチャレンジテストを受けて合格すれば次のステップの学習

が行えるよう、個人の到達度・理解度に応じた指導を行った。また、必要に応じて、

グループ内での一斉指導形式で補足説明を行い、生徒が積極的に参加できるよう工

夫して指導を行った。 

（イ）成果と課題 

成 果 課 題 

○ 中学校教員にも指導に加わっても

らい、一人ひとりの生徒にきめ細か

な指導が徹底できた。 

○ 入学生の苦手とする項目が、中高

教員で共通理解できた。 

○ 学 習 習 慣 を 確 立 す る 一 助 と な っ

た。 

○ 各チャレンジテストで取り上げる

学習項目について、検討が必要であ

る。 

○ 本年度作成したガイドラインの活

用方法を検討していく必要がある。

○ ガイドラインのどの項目を特に取

り上げて指導するのか、また、どの

程度まで指導していくのか、中高教

員で十分な協議が必要である。 

 

 （ウ）今後の展望 

中学校から高校の学習へのスムーズな移行に関して、この学習会で各自の弱点を見

つけ出しておくことは非常に大切である。そのためにも、学習会を通して中高教員が

生徒の学力を十分に把握し、適切な指導が行えるような体制を整える必要がある。今

年度は中高教員が役割分担をして、入学生一人ひとりにきめ細かな指導を行うことが

できた。今後は、更に指導形態や指導内容に工夫を加え、連携中学生にとって高校生

活への円滑な橋渡しができるよう、計画的に指導を計画・実践できるよう検討してい

く必要がある。 
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○ 自ら課題を見つけ、自ら学び、主体的な判断によってよりよく問題を

解決しようとする資質や能力の育成 

○ 学び方やものの考え方を身につけ、問題の解決や探究活動に主体的、

創造的に取り組む態度の育成 

○ 地域社会と関わりながら、郷土についての理解を深め、郷土の歴史や

文化の継承と郷土を愛する心の育成 

（４）「６年間を見通したテーマ学習」の取組 

～ 「郷土おおしま」の取組 ～ 

 ア ねらい 

「総合的な学習の時間」において、「郷土おおしま」を「６年間を見通したテーマ

学習」として取り組んでいる。その主なねらいは次のような能力や態度の育成にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 中学校における取組 

各中学校によって、具体的な取り組み方については、様々であり、学校の規模、生

徒の様子、環境に合わせた形で行っている。以下は本年度の安下庄中学校の取組につ

いてである。 

（ア）研究の形態について 

本年度の「郷土おおしま」では、「自然と環境」「歴史と文化」「暮らしとふれ

あい」「交流とこれから」という４つの大きな枠組みに分けて実施した。 

このうち、１年次生は「自然と環境」について課題を設定し、２，３年生は「歴

史と文化」「暮らしとふれあい」「交流とこれから」の３テーマの集団に分かれ、

その中で個人テーマを設定し、資料収集、フィールドワーク、考察等を行った。 

（イ）ふるさと講演会の実施 

２、３年生の課題設定については、どのテーマを選び、その中で個人テーマをど

う設定するのかを考える必要がある。その前に、生徒たちに自分たちが住んでいる

大島の現状をしっかりと理解させた上で、生徒たち自身が感じた疑問や課題意識を

もとに絞り込んでいくことが望ましい。したがって、課題の設定にあたっては、ふ

るさとを理解するために、各テーマにかかわりの深い方を講師に招いて「ふるさと

講演会」を３度実施した。 

特に、２度目の講演会は、「大島の歴史と文化について」「大島の福祉について」

「大島の産業について」の３つのテーマから、自分の興味関心のあるテーマを２つ

選択して聴講し、大島に関する見聞を広げ、個人テーマ設定のヒントとした。 

 

 ウ 高等学校における取組  

（ア）資料館めぐり 

１年次生を対象として大島郡についての理解をより深めるために、郷土にかかわ

りある資料館を訪問して学習した。 

  Ａコース（旧東和町方面）… 陸奥記念館、周防大島文化交流センター 

Ｂコース（旧大島町・久賀町方面）… 日本ハワイ移民資料館、 

久賀歴史民俗資料館 

（イ）特別講義の実施 

周防大島町の中で、様々な分野で活躍されている方を講師に招き、専門分野の紹

介や周防大島町の魅力などについての特別講義を１、２年生対象に実施した。今年
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度は、「『郷土おおしま』にどのように取り組むか」と題した講演会を行い、研究

テーマ設定の視点や地域調査の方法などについて理解を深めることができた。また、

選択講義として、「地元の特色を生かしたお菓子作り」「みかんとその仲間につい

て」「『１２０％マジで生きるとジブンが見えてくる』」など、郷土にかかわる各

テーマを選択して聴講した。 

（ウ）職場体験の実施 

研究テーマをより身近なものとして捉え、郷土に対する理解をより一層深めるこ

とを目的として、２年生全員が周防大島町の約２０の事業所や施設を訪問して、１

日の職場体験を実施した。これは、「郷土おおしま」を研究していく上で一番の課

題に挙げられてきたテーマの決定をより効果的に行うことがねらいであった。また、

仕事を体験させてもらうことで、将来の進路について見つめ直す機会となることも

期待される。 

（エ）グループ学習 

各自テーマを設定し、ある程度夏季休業中に調査が進んだ段階で、２学期に学年

ごとに、テーマ別にグループ分けし、研究を進めた。１、２年生は、テーマごとに

大きく次の３つのグループに分けて学習する機会を設定した。 

  Ａグループ  歴史・文化 

Ｂグループ  福祉・医療・産業  

Ｃグループ  環境・自然・その他 
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エ 評価について 

（ア） 評価の観点 

１学年

○主体的に課題を発見する力 

○ふるさと「おおしま」を大切にする態度 

○情報の集め方・調べ方 

２学年

○主体的・創造的な態度 

○多角的・総合的な考察力 

○人・地域社会との関係力 

中
学
校 

３学年

○主体的・実践的な態度 

○課題を解決する力 

○自己の在り方生き方を追求する力 

１年次
○各自の興味・関心に応じたテーマを設定し、調査・研究を中心

に進めて成果をまとめることができたか。 

２学年

○地元で働く人々の生き方を参考にして、各自の興味・関心に応

じたテーマを設定し、調査・研究を進めてパソコンでレポート

を作成する。その際に考察を加えて自分なりの「提言」も考え

て発表することができたか。 

高
等
学
校 

３学年
○自己の在り方生き方を見つめ直し、進路研究を深めることがで

きたか。 

（イ） 生徒の自己評価  

毎時間の学習を記録した用紙をポートフォリオ形式で各自綴じていき、課題意識

を持たせている。３年間の総合的な学習の時間の内容を１冊のファイルに記録する

ことで、中学校での学習の積み重ねを意識できるように配慮した。また、学年の発

表では、生徒同士による相互評価も取り入れた。 

  （ウ）教員による評価 

毎時間の学習の記録用紙、レポート、発表会の内容を中心に評価する。 

オ 成果と課題 

成 果 課 題 

○ 調査の結果から現状における問題

点について、自分なりの考察を加え

ることができた。 

○ 郷土への関心が深まり、地域に目

が向くようになった。 

○ インターネットや文献からの情報

のみならず、現地調査を行ったり、

地域の方にアンケートを取ったり、

調査内容を写真に収めたりするな

ど、創意工夫を凝らした研究が見ら

れるようになった。 

○ フィールドワークを積極的に行う

ことによって、「総合的な学習の時

間」に対する地域の理解度が高まっ

た。 

○ 「郷土おおしま」という大きな枠

があることによって、生徒の興味が

限定されてしまいがちである。「郷

土おおしま」を基に、発展した課題

を見つける必要がある。 

○ 生徒を十分に支援できるだけの教

員の力量を高めていく必要がある。

○ インターネットや文献による調査

研究のみで終わらないよう、地域の

ネットワークをうまく活用する工夫

が必要である。 
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○ 中学校 

身近なボランティア活動を通して、地域社会の一員として支え合い協力

していこうとする思いやりの心を育て、学校の級友や地域の人々に主体的

に関わろうとする態度を養う。 

○ 高等学校 

身近なボランティア活動に主体的に参加することで、幅広い年齢層の人

との関わりを持ち、豊かな人間関係の醸成を図るとともに、集団の一員と

しての自覚と責任感を育成し、郷土を愛する心を育てる。 

カ 今後の展望 

本来、「総合的な学習の時間」はさまざまな学習活動との連携を図りながら進めて

いくべきである。そのためにはまず、指導する側の協力体制と幅広い視野に基づいた

様々な働きかけが求められる。現行の教育課程において、どうすれば有効に授業時間

を活用することができるのか、また、教員間の協力体制をどのように図っていくのか

が問題となる。 

また、今後さらに「郷土おおしま」の時間を充実させるためには、生徒自身の興味・

関心や疑問、驚きなどを土台にして、「自己の生き方の自覚」に結びつくような課題

や活動を設定していくことが最も重要であると思われる。 

さらに、宮本常一が用いた研究手法であるフィールドワークに対するノウハウは、

講演会や文化交流センターの活用などにより、生徒の間に定着しつつある。今後は、

どうすれば生徒たちが得たフィールドワークのノウハウを実際の研究に生かし、さら

に研究を深めていくことができるのかを、中高間での指導の連続性も視野に入れて協

議を重ね、実践していきたい。 

 

（５）「体験的な学習を重視した学校行事」の取組 

ア ボランティア活動 

当初は「ふれあいクリーン作戦」として中高合同で海岸清掃を実施していたが、平

成１６年度からは「ボランティア活動」に変更し、それぞれの地域において、学校・

部活動または個人単位で行えるボランティア活動を積極的に奨励し参加している。「ボ

ランティア活動」への名称変更に伴い、実施形態も変更されたため、この活動のねら

いも見直すべきだという声が上がり、今年度は、以下のようなねらいを設定した。 

（ア）ねらい  

 

 

（イ）各校の取組 

学 校 主 な 内 容 

安下庄中学校 
○ 町主催の花火大会後のゴミの分別作業 

○ 学校周辺のゴミ拾い 

日良居中学校 

○ 学校近郊の海岸清掃活動 

○ 日本テレビ主催のチャリティー募金活動 

○ 県立養護学校の児童生徒のプール活動の介助 

東 和中学校 

○ 大島郡陸上競技大会での補助員 

○ 日本テレビ主催のチャリティー募金活動 

○ サザンセトロードレースの補助員 
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安下庄高校 

周防大島高校 

○ 町主催の花火大会後のゴミの分別作業 

○ 日本テレビ主催のチャリティー募金活動 

○ 日良居中学校秋季大運動会での運営補助 

○ 各種福祉施設・病院などでのボランティア 

○ サザンセトロードレースの補助員    他多数 

（ウ）成果と課題 

成 果 課 題 

○ 各 学 校 に 担 当 者 を 置 く こ と に よ

り、学校間のボランティア活動に関

する情報交換が頻繁に行えるように

なった。 

○ 各校で実施したボランティア活動

の情報を集約し、次年度に向けての

参考にすることが出来る。 

○ 部活動などの小さな単位で活動が

実施でき、迅速に対応することがで

きる。 

○ 中学生・高校生が共同で作業する

場が持てるように、さらに積極的に

活動の場を探っていく必要がある。

○ 小・中・高での連携も視野に入れ

ていく必要がある。 

○ 生 徒 へ の 事 前 の 情 報 提 供 を 徹 底

し、自分の興味に応じた活動を幅広

く選択できるように工夫すべきであ

る。 

（エ）今後の展望  

中高で定めた「ねらい」によって、中学校・高校それぞれのボランティア活動に積

極的に取り組むようになってきたと思われる。今後は町の社会福祉協議会とも情報交

換をしながら、より地域に密着したボランティア活動を模索し、中高間のみならず、

小・中・高、ひいては周防大島町全体を巻き込んだ大きなボランティア活動の流れが

醸成されることを願っている。 

また、中学校・高校それぞれが、ボランティア活動後に生徒に感想を書かせている

が、一人の生徒が中学１年生から高校３年生までの６年間に行ってきたボランティア

活動を記録できるものを作成し、中高６年間継続して持たせてみてはどうか、という

案が出ていた。それを受けて、本年度は東和中学校の３学年で試行的に生徒にボラン

ティア活動の感想をまとめて書かせてみた。今後は、中学校・高校で十分な協議を重

ね、中高６年間での一貫した支援体制を考え直してみる必要がある。 

 

イ イングリッシュキャンプ（英語サマーセミナー） 

（ア）ねらい 

 

 

 

 

 

 

周防大島高校近郊の中学生２，３年生及び、安下庄高校・周防大島高校の生

徒が、県内の外国語指導助手との英語を使用したさまざまな活動を通して、実

践的語学力や積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度及び異文化を

理解し尊重する態度を身につけることを目的とする。 
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（イ）成果と課題 

成 果 課 題 

○ 自分の英語が通じた喜びを中学生

に実感させることができた。 

○ 中学生が英語学習に熱心に取り組

む契機となっている。 

○ 複数回参加している生徒が、前回

と比べ自分の英語コミュニケーショ

ン能力の上達を感じていた。 

○ ＡＬＴと生徒の手紙交換では、夜

遅くまでかかって積極的に多くのＡ

ＬＴに手紙を書いた生徒もいた。ま

た、ＡＬＴから自分宛の手紙をもら

い、喜ぶ生徒の姿が見られた。 

○ 現在の活動で更に見直しや改善を

進め、参加者が楽しんで英語を学ぶ

ことができる活動、また参加者の相

互理解を深めることを更に可能にす

る活動にしていく必要がある。 

○ より多くの連携中学校の生徒に参

加してもらうため、活動をよりよく

知ってもらう努力が必要である。 

○ 事前・事後を含めて、参加教員の

より綿密な協議が必要である。 

 

（ウ）今後の展望  

毎年、新たなＡＬＴも加わり、生徒のみならず教員にとっても得るものが多いセミ

ナーとなっている。今後、中学生、高校生の学習段階に応じ、どの参加者も楽しく英

語を学ぶことができる活動を考える必要がある。本校のセミナーはＡＬＴと参加生徒

の数がほぼ同数で、ＡＬＴを身近に感じる機会が多いことが特長として挙げられる。

そのため、ＡＬＴとマンツーマンでポスターを作ったり、活動を行ったりすることが

可能となっている。今後もこの特長を生かし、生徒がＡＬＴを身近に感じることで英

語・異文化により興味をもたせることができるように、活動を改善していきたい。ま

た、参加者の相互理解がより深まるような活動内容を考えていきたい。 

 

ウ ふれあいマラソン大会 

（ア）ねらい  

 

 

 

 

（イ）成果と課題 

成 果 課 題 

○ 中学生は高校生を目標にし、高校

生は中学生に負けられないという気

持ちで走り、また連携中学校生同士

も負けられないという気持ちで走る

ことで、生徒のやる気を呼び起こす

ことができた。 

○ 地 域 の 人 達 が 沿 道 か ら 声 援 を 送

り、生徒は地域とのつながりを実感

することができた。 

○ 大 会 当 日 の 沿 道 で の 交 通 整 理 な

ど、教職員・保護者・地域の人達で

協力して、生徒の安全確保に努める

必要がある。 

○ 大会の運営全般について、中高教

員で十分に検討していく必要があ

る。 

○ 来年度以降、枠組みが広がること

によって実施が可能かどうか検討し

ていく必要がある 

 

 

マラソンを通して、心身の健全な発達や健康の保持増進を図り、自己管理

に努める。 
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中 高 生 が健 脚 を競 い合 うマラソン大 会  

（ウ）今後の展望  

第８回ふれあいマラソン大会は、連携４校の教職員や保護者、地域の方々の御協力

により、無事終えることができた。 

   連携中学校出身の高校生は、中学校３年間の記録が蓄積され、過去の記録を参考に

した目標の設定をスムーズに行うことができた。また、連携４校でレースを行うこと

で、日頃顔を合わせないもの同士がお互いを意

識し、良い緊張感を持ってレースに挑み、記録

向上につながっている。 

   保護者や地域の方々が、安下庄地区を爽やか

に駆け抜ける生徒達に温かい声援を送っている

姿をいたる所で見ることができ、この行事も８

回目を迎え、地域に定着してきたように思える。 

連携４校が一堂に会し、マラソン大会を実施

することは、小規模校の３中学校にとって意義

が大きく、今後、さらに中高一貫教育を地域に

ＰＲしていく必要がある。 

また、来年度以降は久賀中学校も枠組みに加わるが、規模の拡大により現在のコー

スでの実施が可能かどうか、検討する必要がある。 

 

エ ふれあいみかん収穫作業 

（ア）ねらい  

 

 

 

（イ）成果と課題 

 今年度は雨天により当日、予備日ともに中止という残念な結果に終わったが、雨天時

及び途中から雨が降ってきたときの対応等さまざまなが現れた。 

 

（ウ）今後の展望  

今年度も引き続き、中高での業務の分担はしっかりできており、準備もスムーズに

行われた。 

来年度、統合により生徒数の増加が見込まれ、また、校舎も２校舎に分かれる。参

加生徒数の増加に伴う農家の募集も行っていかねばならない。 

例年農家の方には大変感謝され、来年度もお願いしたいと大半の農家の方に言って

いただいている。引き続きふれあいみかん収穫作業の円滑な実施に取り組みたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 中学生と高校生の交流を促進する。 

○ 地域の産業を理解し、勤労の貴さを体得し、職業観を確立する。 
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○「私の主張」発表大会 

他学年や同学年の生徒の発表を通して、自己の在り方生き方を考え、

自己をいっそう成長させようとする意欲や態度を育む。 

○「郷土おおしま」発表大会 

他の連携校生徒の発表を聞くことで、取組の様子を知るとともに、自

らの研究に役立てる。 

 

 

オ 私の主張・郷土おおしま発表大会 

平成１３年度から実施している「郷土おおしま発表大会」は今年で７年目を迎えた。

この発表大会は、中高合同による学校行事として定着し、中学校・高校の生徒会執行

部が司会進行等を務めて大会を運営している。 

（ア）ねらい 

 

 

 

 

 

 

（イ）発表内容 

  ａ 「私の主張」発表大会 

演  題 学  校 内   容 

私にとっての駅伝 東和中学校 
駅伝を通じて学んだあきらめない気持

ちと仲間の大切さ 

バレー部の活動から 

学んだこと 
日良居中学校 

バレー部の活動を通して生まれる友情

や一生懸命取り組む姿勢の大切さ 

食品偽装と自分の 

役割について 
安下庄中学校 

食品偽装問題を通して自分でできるこ

との提言 

地球環境について 
周防大島高校 

１年次 

地球環境問題について、自分たちにでき

ることの提言 

目標を現実に 安下庄高校２年
陸上競技にかける思いと、目標実現のた

めの決意 

年頭に当たって 安下庄高校２年
現代における様々な問題提起と自分の

あり方について 

  ｂ 「郷土おおしま」発表大会 

演  題  学  校 内  容 

東和遺産登録までの 

道のり 
東和中学校 

自分たちが残したい景観等を「東和遺産」

として登録。そのための１年間の研究結

果を発表 

浮島探検記 日良居中学校 
浮島を訪れて、自然や産業等の様々な研

究とその考察 

介護サービスの様子  安下庄中学校

介護サービスについて１年間研究や体験

をした成果を発表。手話合唱やケリーパ

ッド作りなども盛り込まれた 

ごみ処理について 
周防大島高校 

１年 

周防大島のごみ処理の現状とそこから派

生する問題点について 
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宮本常一の写真からⅡ 安下庄高校２年

昨年に引き続き宮本常一が昭和３０～４

０年代に撮影した大島の写真と現在を比

較し、人々の暮らしの変遷を検証 

 

（ウ）成果と課題 

成 果 課 題 

○ 発表大会に向けて全員が身の回り

のテーマについてあらためて考え、

自分の意見をまとめたり、考察を加

えたりする機会となった。 

○ 発表を聞くことによって、各自が

新しい視点に気づいたり、自分自身

を振り返ったりする機会となった。

○ 中高の生徒会が合同で司会を担当

することで、中高の役割分担が明確

化し、協力体制が強化された。 

○ 教育課程の関係上、調査研究の時

間の確保がなかなか難しい中、学年

進行によって研究発表内容そのもの

をどのように深めていけるかについ

て依然課題が残る。 

○ 来年度からの久賀中学校との連携

に向け、総合的な学習の時間の持ち

方等、綿密な打ち合わせが必要であ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中 高 の生 徒 会 が合 同 で司 会 を担 当  中 学 生 の発 表 の様 子  
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（６）「６年間を見通した進路指導」の取組 

進路指導部では、生徒一人ひとりが自己の在り方生き方を考え、将来に対する目的意

識をもって主体的に進路を決定し、生涯にわたる自己実現を図っていくことができる能

力や態度を育成することを目標としている。そして、生徒一人ひとりの夢を実現させる

ために、次の２点を主眼としている。 

 

 

 

ア 進路指導目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 中高６年間の指導計画 

 目標 学習内容 テーマ学習・体験的学習

オリエンテーション 

ボランティア活動 

自己の在り方生き

方 

中

学

１

年 

中学校の生活や

学習内容を知

り、将来の夢や

生き方を考える

・学ぶことの目的と意義を理解し、中高一貫教育等の

制度と機会を知る 

・中学校生活に慣れるとともに、心身の健康と安全な

生活の実践力を身につける 

・意欲的計画的に学習に取り組む姿勢を身につける 
ＢＳ学習 

職場体験 

ボランティア活動 

自己の在り方生き

方 

 

中

学

２

年 

自分の特徴や適

性を知り、自分

の力を高めなが

ら、進路計画を

立てる 

・職場体験等を通して、働くことの目的と意義を理解

し、自分の進路計画を立てる 

・自己を見つめる手だてを探り、集団と自己のかかわ

りについて考える 

・学習の悩みに対する解決方法を探り、自分にあった

学習方法を考える ＢＳ学習 

高校見学、体験入学 

ボランティア活動 

自己の在り方生き

方 

中

学

３

年 

自己の在り方生

き方を考え、適

切な進路を選択

する 

 

・将来に対する具体的な目標を立て、夢の実現をめざ

すための高校生活を展望する 

・先人(先輩)の姿に学ぶことにより、自他の不安や悩

みの解決方法を探り、自己の在り方生き方について

考える 

・学ぶことの目的を明確にし、その姿勢の習慣化を図

る 
ＢＳ学習 

○ 生徒一人ひとりが具体的な夢を思い描ける力を養うこと 

○ 自分の夢を実現する方策を知り、継続的に努力する姿勢を養うこと 

○ 中高６年間を見通した段階的・継続的な学習活動やテーマ学習を通し

て、自己の特性や適性について理解させ、自己の在り方生き方を考え

させるとともに、各自に応じた具体的な進路設計をさせる。 

○ 進路実現のためには主体的な学習が必要不可欠であることを自覚さ

せ、日々の学習習慣を確立させ、一人ひとりの学力の向上を図る。 

○ 様々な体験学習に積極的に参加することによって進路実現への意欲を

高めるとともに、社会的視野を広げ職業観・勤労観を培う。 

○ 自己実現に向け、継続的な努力を続ける姿勢を育てる。 



 34

新入生セミナー 

進路講演会 

出張講義 

高

校

１

年 

自己理解を深

め、将来に対す

る明確な目標を

もつ 

 

・こうなりたいという自分の将来像を描いていく過程

において、自己の特性や適性を理解する 

・将来の進路を見据えた科目選択の能力を身につける 

・主体的継続的な学習の定着を図り、自分の学習スタ

イルを確立する 
ボランティア活動 

職場体験 

進路講演会 

出張講義 

高

校

２

年 

自分の目標を実

現するための明

確な進路計画を

立てる 

・職場体験等を通して、社会に対する視野をさらに広

め、将来設計について考える 

・学校生活を見直し、校外活動等へ積極的に参加する

ことにより、自己と社会のかかわりについて考える 

・自分の進路に向けて、基礎学力の定着と応用力の養

成を図る ボランティア活動 

進路講演会 

オープンキャンパ

ス参加 

高

校

３

年 

自分で描いた将

来像に基づいて

自己実現を図る

・ 自己の在り方生き方をふまえて夢の実現を追求す

る 

・ 具体的な志望動機に基づいて学習を充実させる 

・ 卒業後の新たなスタートにチャレンジしようとす

る意欲を高める ボランティア活動 

ウ 取組 

 ○ 中学校での中核的な取組 

 

 

 

 

 

 

 

○ 高等学校での中核的な取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 中学生を対象としたキャリアセミナー 

中学生が自己の在り方生き方について考える手がか 

りの一助とするため、安下庄高校の３年生の進路内定者 

が連携中学校を訪れ、自分の進路決定までの体験を中心 

に高校での学習の取組や部活動などについての体験や 

アドバイスを行った。 

１年 職業しらべ 

自分の適性に気づき、身近な人の職業について調

べることによって、将来の進路を計画しようとす

る態度を養う 

２年 職場体験 
身近な職場を体験することによって、働くことの

目的と意義について考える 

３年 上級学校訪問 自分の夢を実現できる進路の焦点化を図る 

職業研究 
どのような職業に関心があるのか、文理選択とか

らめて検討する。 １年 

ボランティア活動 

ボランティア活動 

職場体験 

社会に対する視野を広め、様々な体験を通して自

己の在り方生き方を発見する。 
 

２年 

 オープンキャンパス参加

３年 
オープンキャンパス参加

応募前職場見学 

夢を実現するための進路を具体的に検討して、進

路設計構築の一助とする。 
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○ 日良居中学校におけるキャリアカウンセリング 

  高校教員が進路選択を迎えた中学３年生に、安下庄高校 

卒業生の進路状況や周防大島高校での学習の様子を説明し 

た。また、生徒一人ひとりとの面談により、進路に関わる 

悩みの相談や、必要な進路情報の提供を行った。特に、高 

校の授業の様子や進路実現をめざした学習についての質問 

が多かった。中学生が感じている疑問や不安を理解するこ 

とができ、今後の指導の参考になった。 

 

エ 成果と課題 

成 果 課 題 

○ 高校生が、進路決定までの経緯や

受験勉強の様子などを中学生に話す

キャリアセミナーは概ね好評であっ

た。また、高校教員が行ったキャリ

アカウンセリングにも、中学生が真

剣に取組み、満足度も高かった。 

○ 中高間でより一貫性のある進路指

導が可能か、その方法論について研

究する必要がある。 

○ 授業の予習・復習、家庭学習の習

慣を定着させるために、各方面と連

携して指導を徹底する必要がある。

 

オ 今後の展望 

生徒一人ひとりが自分の夢を実現するためには、各自が具体的な将来設計図を描き、

その実現に向けて努力していける環境づくりが不可欠である。そのうえ、生徒には夢

を実現しようという強い意欲が求められる。この、生徒が具体的な将来設計図を描く

力と、自分の夢を実現するために主体的に取り組む意欲とは相互補完するものである。

このことを念頭に、以下に挙げる課題に対する具体的な支援方法について検討してい

く必要がある。 

○ 基礎基本となる学力の充実・向上を図る。 

○ 生徒自身が自らの在り方生き方について考えるきっかけとなる体験学習・進路

に関する講演会や多様な職種の職業人の話を聞く場などを企画・設定する。 

○ 自己実現のために必要な課題発見・解決力やコミュニケーション力、表現力の

向上を図る。 

○ 効果的な進路指導のあり方を検討していくため、中・高教員を対象とした研修

会を企画する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 36

（７）「６年間を見通した生徒指導」の取組 

ア 生徒指導目標 

本地域において、生徒一人ひとりが自らの夢を思い描き、それを実現していくため

の支援として、生徒指導の立場から何ができるかを検討するにあたり、その大きな目

標を次ページのように定めた。 

イ 中高６年間の指導計画 

生徒指導目標を達成するための指導内容を検討する過程において、６年間の連続し

た流れの中で、生徒一人ひとりが自らをみつめ、アイデンティティを確立し、その上

で夢を実現していくことができる能力と豊かな人間性とを身に付けるために、各学年

で必要とされる発達課題や指導内容についての再検討を試み、「中高６年間の指導計

画」と「生徒指導年間計画」を作成した。そして、この「中高６年間の指導計画」と

「生徒指導目標」をもとに、十分な生徒理解に基づいた継続的で一貫した指導に努め

てきた。今年度も、これらの目標や計画の達成に取り組みながら、中高教員による活

発な議論を行った。 
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 目 標 指 導 内 容 体験学習 関連活動    

中 

学 

１ 

年 

集団の一員として

夢を持って生活す

る 

･ 新たな集団への適応を支援する 

･ 基本的な生活習慣が身につくよう、き

め細かな指導をする 

･ カウンセリング等を通じて、能力・適

性などの個々の情報の把握に努める 

集
団
宿
泊 

中 

学 

２ 

年 

基本的生活習慣の

確立を図り、正し

い判断力を養う 

･ 一人ひとりが集団の向上に参加できる

ように配慮する 

･ 基本的な生活習慣の確立を図り、正し

い判断力を養う 

･ 一人ひとりの心身の発達の差を考慮し

た援助に努める 

職
業
体
験
学
習 

中 

学 

３ 

年 

自己の能力や可能

性を認識する 

･ 集団の中での自分の立場を理解し、行

動することができる力を育てる 

･ 社会のルールを認識し、実践できる能

力を育成する 

･ 自分の不安や悩みを把握し、適切に対

応できるよう支援する 

修
学
旅
行 

高 

校 

１ 

年 

自分を見つめアイ

デンティティの確

立を図る 

･ 「ふれあい活動」で培った人間関係を

基に新たな集団を構築できるよう支援

する 

･ 社会の中の自分の立場を理解し、自己

責任能力を高めるよう指導する 

･ 連携校からの情報を基に、継続的なカ

ウンセリング活動に努める 

新
入
生
セ
ミ
ナ
ー 

高 

校 

２ 

年 

自己を高め、主体

的に生きていく姿

勢を身につける 

･ 他者との関係の中から、自らを高める

姿勢を養う 

･ 自己指導能力と社会的な自己責任能力

を育てる 

･ 自己を相対化し、視野を広げる中で、悩み

を解決する力を育めるよう支援する 

修
学
旅
行 

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
活
動 

高 

校 

３ 

年 

自己の在り方に明

確な考えをもち、

夢の実現をめざす 

･ 中高一貫校の最上級生としての立場を

理解し、リーダーシップが取れる力を

養う 

･ 民主社会を構成する市民としての自覚

と責任を身につける 

･ 自立した個人として生きていく力を獲

得できるよう支援する 
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中高６年間の指導計画 
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ウ 生徒指導年間計画 

中高で一貫した生徒指導をめざすため、従来各学校で単独に行っていた様々な指導

について、生徒指導に関連した行事と、生徒指導に密接な関係のある性教育及び人権

教育をまとめ、６年間の中での位置づけを明確にし、一貫した指導を目指した（下表）。 

（○学校行事、◎ホームルーム活動、※人権活動と関係が深いもの） 

（ア）中学校              

 １年 ２年 ３年 

４月 ◎学級づくり ◎学年始めオリエンテーション  

◎２年になっての中学生活 

◎学年始めオリエンテーション 

◎３年になっての中学生活 

５月 ○チャレンジキャンプ ◎生徒総会へ向けて ◎生徒総会へ向けて 

◎修学旅行関係 

６月 ◎生徒総会へ向けて 

○いのちの大切さを考える講演 

◎生徒総会へ向けて 

○いのちの大切さを考える講演 

◎生徒総会へ向けて 

※「岐路に立つ」 

○いのちの大切さを考える講演 

７月 ○ボランティア活動 

◎夏休みの過ごし方 

○ボランティア活動 

◎夏休みの過ごし方 

○ボランティア活動 

◎夏休みの過ごし方 

８月    

９月 ◎学期始めオリエンテーション 

○体育祭へのリレー選手参加 

※差別について考える 

◎運動会に向けて 

◎学期始めオリエンテーション 

○体育祭へのリレー選手参加 

※差別と偏見 

◎運動会に向けて 

◎学期始めオリエンテーション 

○体育祭へのリレー選手参加 

 

◎運動会に向けて 

10 

月 

◎文化祭に向けて 

 

◎文化祭に向けて ◎文化祭に向けて 

※平等な社会を目指して 

11 

月 

○ふれあいマラソン大会 ○ふれあいマラソン大会 ○ふれあいマラソン大会 

12

月 

○ふれあいみかん収穫作業 

◎冬休みの過ごし方 

○ふれあいみかん収穫作業 

◎冬休みの過ごし方 

○ふれあいみかん収穫作業 

◎冬休みの過ごし方 

１月 ◎学期始めオリエンテーション 

○「私の主張」発表大会 

◎学期始めオリエンテーション 

○「私の主張」発表大会 

◎学期始めオリエンテーション 

○「私の主張」発表大会 

２月 ◎卒業式への取組み ◎卒業式への取組み ◎卒業にあたって 

※人類愛 

 

３月 ◎２年次生となる心構え ◎最上級生となる心構え ◎三年間を振り返って 
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（イ）高等学校 

 １年 ２年 ３年 

４月 ○新入生セミナー ◎ホームルームづくり ◎ホームルームづくり 

５月 ○生徒総会 ○生徒総会 ○生徒総会 

６月 ○中学校教諭によるカウンセリング ○中学校教諭によるカウンセリング  

７月 ○文化祭 

※人権意識調査・標語募集 

○文化祭 

 

○文化祭 

 

８月 ○ボランティア活動 ○ボランティア活動 ○ボランティア活動 

９月 ◎学期始めオリエンテーション 

○体育祭 

◎学期始めオリエンテーション 

○体育祭 

◎学期始めオリエンテーション 

○体育祭 

10

月 

○薬物乱用ダメ、ゼッタイ教室 

○中学校養護教諭によるカウンセリング 

○修学旅行 

○薬物乱用ダメ、ゼッタイ教室 

○中学校養護教諭によるカウンセリング

○薬物乱用ダメ、ゼッタイ教室

11

月 

○ふれあいマラソン大会 

※高齢者問題 

○ふれあいマラソン大会 ○ふれあいマラソン大会 

※社会生活と人権問題 

12

月 

○ふれあいみかん収穫作業 ○ふれあいみかん収穫作業  

１月 ◎学期始めオリエンテーション 

○「私の主張」発表大会 

◎学期始めオリエンテーション 

○「私の主張」発表大会 

◎学期始めオリエンテーション 

 

２月 ※エイズと人権  ◎卒業にあたって 

３月 ◎２年生となる心構え ◎最上級生となる心構え ○卒業式 

 

エ 取組 

○ 豊かな人間性の形成とアイデンティティの確立  

少子化など様々な理由により、現代では異なる年代間での交流が非常に希薄なも

のとなってしまった。その結果、集団の中でのリーダーシップや先輩を敬う気持ち

が減退し、豊かな人間性の形成につながる体験が激減してしまったと言える。 

我々は中高合同での体験的な学校行事により、生徒たちに年代を越えた交流とそ

の体験から豊かな人間性が生み出されることを期待し、「体験的な学習を重視した

学校行事」で詳述されているようないろいろな取組みを実践してきた。今年度、改

善を加え実践したことを述べてみたい。 

（ア）ボランティア活動  

平成１５年度まで行っていたふれあいクリーン作戦は、平成１６年度から各学校

の地域の実情を生かしたボランティア活動へと発展的に解消した。その結果、小回

りのきく地域のニーズに応じたボランティア活動になったため、地域の人々により

感謝されるものとなり発展を続けている。特に高齢化の進んだこの地区での若い力

のボランティアは、われわれの予想以上に頼りにされている。 

（イ）ふれあいマラソン大会（１１月）  

暖冬の影響で比較的暖かい日であったが、それ以上に熱気あふれるマラソン大会

であった。この大会も地域や生徒達にはすっかり定着しており、沿道での暖かい声

援のなかで精一杯走る生徒の姿は地域を盛り上げ、また、レース前後に先輩後輩の
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間で談笑する姿は微笑ましく感じられた。 

（ウ）ふれあいみかん収穫作業（１２月）  

広い農園ではリーダーの高校生の指示が的確なほど作業が効率よく進むため、高

校生のリーダーシップを育成するのにふさわしい行事である。今年度も昨年度同様、

どのようなリーダーシップが求められているのかを高校生に自覚させる事前指導

に時間を割き、生徒達の献身的な活動を引き出すことができた。 

 

○ カウンセリング活動    

（ア）中学校教諭によるカウンセリング  

高校１年次生を主な対象とし、各中学校の教諭によるカウンセリング活動を実施

した。放課後の時間を利用して中学校の教諭が来校し、相談室で実施した。例年、

１学期はできるだけ最も親しみのある旧担任によるカウンセリングを実施してお

り、連携中学校出身の全ての生徒が訪れた。最初は全体での懇談会のような形にな

ったが、その後、希望する生徒のカウンセリングを行った。また、このカウンセリ

ングも定着してきたため、２、３年生も中学校の先生に挨拶をするなど、昨年度同

様、たくさんの生徒が訪れたのが特徴であった。終了後、現担任を含めて教員間で

の情報交換を行い生徒理解に努めた。 

（イ）養護教諭によるカウンセリング  

２学期には養護教諭部会と協力して、高校１年次生を主な対象とし、中学校の養

護教諭によるカウンセリング活動を実施し、その後情報交換を行った。今年度は養

護教諭の異動の関係で、全ての中学校の養護教諭に来ていただくことは叶わなかっ

たが、心身の発達を中心にかかわってきた養護教諭の視点からの生徒理解は、生徒

にも教員にも非常に有意義なものであった。また、中学校時代に養護教諭との関わ

りが強かった生徒については、今後の対応等も検討することができた。 

生徒の感想をいくつか紹介しておく。 

・高校の先生には話せない事など色々話せてよかった。（１年男子） 

・先生は全然変わっていなくて、中学校の時と一緒で優しい先生でした。たまに

は中学校に遊びに行きたいです。これからも頑張っていきたいと思います。（１

年女子） 

・久しぶりに中学校の話ができてよかった。中学校のときの自分の様子から、い

いアドバイスをもらえたので満足です。（１年女子） 

○ 新入生セミナー    

今年度入学の７４名の多くは１学年１クラスの小規模な中学校の出身であるた

め、小学校から９年間にわたってほぼ同じ人間関係の中にいた生徒も多い。こうい

った新しい人間関係の構築に不慣れな生徒達にとって、高校入学直後の指導は非常

に重要である。そのために設けた宿泊行事が「新入生セミナー」である（今年度は

４月１２日～１３日）。宿泊行事が生徒達の親睦に有効であることは明らかである

が、授業時間数の確保や保護者の経済的な面から実施できない学校が多い。幸い、

本校から６ｋｍの位置に宿泊訓練施設「大島青年の家」があり、現地集合現地解散

により保護者の経済的負担を押さえて行うことができるため、入学時のオリエンテ

ーションを兼ねることで授業時数への影響を避けながら実施している。 

昨年度に引き続き今年度も、集団行動や規範意識、また基本的生活習慣の徹底に

力を注いだ。「大島青年の家」の全面的な協力のもと、アフピーからカッターボー

トまでの訓練をほとんどの生徒がやり遂げ、生徒達に新鮮な一体感、達成感が生じ
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たことが感想から窺えた。また、セミナー終了後、ホームルームで異なる出身中学

校の生徒達が談笑しているのを見るのは、大変嬉しいものである。 

 

オ 成果と課題 

成 果 課 題 

○ カウンセリング活動は定着しており、的

確な情報交換ができただけでなく、高校１

年次生がスムーズに高校生活になじむため

の潤滑油にもなっていた。 

○ 各行事を通じて異年齢間のふれあいがで

きた。また、新入生セミナーでは、新たな

集団の中で良好な人間関係が形成できてい

る。 

○ 中高で統一した服装指導の基準の作成が

始まり、６年間のスパンでの生徒指導の在

り方についての議論が一層深まってきた。

○ 生徒指導の効果を更に高めるため

に、中高での一貫した指導の基準を完

成させ、また、各校でどのように運用

していくのかについての議論を深め

ていく必要がある。 

 

カ 今後の展望 

 中学校の統廃合により連携の枠組みが変わりつつある現状ではあるが、生徒指導を

行う上での共通理解を深め、また、生活指導や服装指導を中高６年間統一した基準の

下で行うことが有効ではないかと思われる。近年、生徒の規範意識の低下が懸念され

ているが、中高で協力して継続した指導を心掛けることで、中学校・高校のどの段階

でも一貫した基準を生徒に示すことができ、効果的な指導の実現が可能となるように

思われる。今後は、中高一貫した服装指導の基準の完成を目指すとともに、実際の運用面

での検討も含めて、中高教員による協議を一層重ねていきたい。 
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（８）  各教科での取組  

ア 国語科 

～数値化できない学力充実の方法の研究～  

（ア） 取組  

 

 

 

 

 

 

 （イ）成果と課題  

成 果 課 題 

○ 中学校と高校における古典学習が有

機的につながり、指導の連続性が増すこ

とになった。特に、「周防大島高校の求

める５教科の力」で具体的な項目を挙げ

ることによって、中高のつながりを強く

意識することができた。 

○ 中学校での「朝の読書」の継続により、

高校でも読書への抵抗感が少なくなり、

読解力も向上し、思考力の基礎となって

いる。 

○ 適切に表現する力を育むための指導

を、ホームルーム活動や特別活動と連携

しながら、展開することができた。  

○ 定期テストの共通問題を観点別に設

けることで、生徒の実態把握がより明確

になった。   

○ 古典に興味を持たせる指導を、より工

夫したい。 

○ 思考力をさらに伸ばしていくために、

中学校および高校での日常的な読書指

導を、授業等の時間を使って継続してい

きたい。 

○ 物事を多角的にとらえる習慣を身に

つけさせるために、学習形態を更に工夫

する必要がある。また、６年間を通じて

豊かな表現力を育むための連携した指

導を工夫したい。 

○ 語彙の乏しい生徒のために、語彙を増

やし、かつ、正確に理解する学習を増や

したい。 

○ 学力観についての共通理解を一層深

めていきたい。 

（ウ）今後の展望 

読む力、書く力を育てることは容易なことではない。何より生徒一人ひとりがさま

ざまな事に興味・関心を抱き、思索しながら日々を生きていく姿勢を獲得することが

肝要である。そのために、中高で継続的に読書指導を行い、生徒達に読書の習慣を身

につけさせることは、必要不可欠なものである。また、今後は表現力を豊かにするた

めに、語彙を増やす指導を徹底していきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ ６年間を見通した古典の指導についての研究 

○ 思考力を高めるための読書指導についての研究 

○ 豊かな表現力を育むための指導についての研究 

○ 定期テストにおける共通問題を更に充実させるための研究 
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イ 社会科 

 （ア）取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イ）成果と課題 

  ａ テストの結果の生徒へのフィードバックについて 

中学校において、単元テストを積極的に実施し、その結果を速やかに授業に反映さ

せることで、生徒の学力向上をめざした。年に数回の定期テストと比較して、生徒へ

のフィードバックが効率的に行える利点がある。また、比較的狭い範囲で実施する単

元テストは、生徒にとっても目標が立てやすく、常に気を抜かずに勉強させるには有

効な方法であるように思われる。 

   

ｂ 中学校社会科公民的分野及び高等学校公民科「現代社会」における研究授業につ

いて 

中学校社会科公民分野と高校公民科「現代社会」で同じ教材を使って互いに研究

授業を実施。互いに実際の求人票と過去の求人票を使い、「雇用と今日の労働問題」

について学習した。同じ教材を使用し研究授業を実施することで、理解度や到達度

の違いを知り、相互理解を深めることができた。 

 

 （ウ）今後の展望  

連携３中学校では、昨年度同様、基礎学力の向上を目標にして単元テストの共通

化に取り組んでいる。これは基礎・基本を定着させるのに有効なだけでなく、自主

的に学習する習慣や意欲づけにもつながっていくと考えられる。この習慣を高校で

さらに定着させることによって学力を向上させ、生徒一人ひとりが希望する進路を

実現させたい。今後は高校卒業時の進路選択を意識した中高間の連携の在り方を追

究していきたい。 

 

 

 

 

 

 

ウ 数学科 

（ア）取組 

 

 

○ 中学校社会科公民的分野及び高等学校公民科「現代社会」における

考査問題の比較・考察 

○ 中学校間で共通化した単元テストの結果等を参考に、中高での生徒

の定着度の低い分野についての分析・考察 

○ 中学校社会科公民的分野及び高等学校公民科「現代社会」における

研究授業の実施 

○ 交流授業の取組の工夫・改善 

○ 学力向上のための指導（春休み学習会） 
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（イ）成果と課題 

成 果 課 題 

○ 高校における授業は昨年度まで、

発展コースと基礎コース各１クラス

の 計 ２ ク ラ ス に 編 成 し て 実 施 し た

が、今年度は発展コース１クラス、

標準コース２クラス、基礎コース１

クラスで編成し、数学Ⅰで、週１回

ずつ中学の先生とのＴ・Ｔを実施す

ることとなり、各クラス決めの細か

い指導ができた。 

○ 中学における交流授業は、高校の

教員が各中学校に週１回２時間と増

加した。 

○ 春休み学習会では、学習会前に課

題を与え、当日は課題の提出、課題

テストの実施、採点・返却と問題の

解説を行った。採点結果の返却を直

ちに行うことにより、予習の必要性

を感じさせることが出来た。 

○ 中学での交流授業についての改善

が必要であると言う意見があった。

○ 久賀中学校での交流授業について

安下庄校舎、久賀校舎のどちらが担

当するか等検討が必要である。 

 

 

（ウ）今後の展望 

今年度も定期テストの共通化等、各校間の意思疎通が十分図られていた様に思う。

今後、久賀中学校が入ってからも、頻繁に情報交換をする必要がある。また、中学校

の数学教員は各校１人しかいないので異動の際には十分留意したい。 

また、今年度から中学での交流授業は３年生と各学校の実情に応じて選択授業・他

学年の授業に入ることができた。これにより、高校の教員にとっても、中学生にとっ

ても、中高一貫教育という実感を得られていたように思う。 

 

エ 理科  

    ～基礎学力定着システムについて～ 

 （ア）これまでの取組 

６年間を見通した学習指導計画（高校ではシラバス）をもとに、連携中学校間の定

期テストの共通化とテスト結果を分析している。「なぜ原子や分子の学習が定着しな

いか」から端を発し、「発展的な内容により興味をつなぐことができるのではないか」、

そして「どのような内容を学習に取り入れるか」を検討し、中学生に対し発展的な内

容の学習を高校の教員とのＴ・Ｔを取り入れることがより効果的であるとの一つの結

論に達し、化学分野の単元「物質のつくり」で実践した。 

昨年度から新たな取組として、高校での[結果の分析]から高校での[授業の実施]に

フィードバックする過程で、中学校の教員とのＴ・Ｔを取り入れた。 

実施した単元は、理科総合Ａの物理分野の「力学的エネルギー」で、過年度の高校

の定期考査のデータの分析により、これまで定着度の低かった「加速度の概念と力の

関係」について生徒の理解を深めることを目標とする。 
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（イ） 今年度の取組 

①  定期テストの分析結果 

   ・中学生では、理由を答えさせる問題の正答率が悪い傾向があり、文章表現能力向

上に向けた取組が必要である。 

   ・磁力線の書き方があいまいである。 

   ・全体的に理科の学力の低下が見られる。 

    対応について、今後中高の教員間で連絡を取りあう。 

    

 

 

 

 

 

 

 

高等学校 中学校 

6年間を見通した学習指導計画（シラバス） 

授業の実施 

定期テスト 

結果の分析 

授業の実施 

指導案の作成

追跡調査 

授業の実施

共通問題による定期テスト

結果の分析

指導案の作成

授業の実施 

基礎学力の定着 

集計結果に考察を加え中学
校と今後の授業展開を協議

中高の教員でのＴ・Ｔにより、発展的
な内容を取り扱う授業を行う。 

中高の教員でのＴ・Ｔにより、中→高の
学習内容を滑らかにつなぐ授業を行う。
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②  発展的な内容を取り扱う授業（高→中） 

日 時 平成１９年(2007年) １１月２日 ５限 
場 所 日良居中学校 理科室 

指導者 Ｔ１ 小川敦子（日良居中学校）Ｔ２  瀧本高児（周防大島高校） 

単元名 [天気の変化]                               

主 眼 雲 の発 生 について実 験 を通 して、そのでき方 を気 圧 ・気 温 および湿 度 の変 化

と関連づけて理解させる。 

高校教員が中学校に行ってＴ・Ｔを実施することによって、個に応じた指導の

工夫と、高校で学習する「断熱膨張」を発展学習として取り入れ、高校の学習へ

の意識づけをさせた。        

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

③  中学から高校への学習を滑らかにつなぐ授業 

日 時  平成１９年(2007年) １２月１４日(金)５限  
実施学級 １年Ｂ組２３人(物理教室) 
使用教材 『高等学校 理科総合Ａ 改訂版』啓林館 
指 導 者 杉本昌一(Ｔ１：周防大島高校)、松村道夫(Ｔ２：東和中学校)     

中学教員が高校に行ってＴ・Ｔを実施することによって、個に応じた指導の工

夫と、中学校から入学した生徒が高校での学習に戸惑わないように、比の計算

やベクトルなど、つまずきやすいポイントをどのように導入するか協議した。  

 

「中高の教員でのＴ・Ｔによる、
高→中の発展的な内容を取り入れ
興味をつなぐ授業」の風景 
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（ウ）今後の課題 

   推薦入学合格者には、理科総合Ａの分野も含めたドリル形式の宿題を合格発表時に

渡し、入学式後にテストを実施している。しかしながら、高校に入学して、少数を少

数で割ることに困難な生徒や分数計算が出来ない生徒が近年増加しており、高校１年

で学習する理科総合Ａで授業についていけない生徒もいる。連携中学生の内定後の学

習へのモチベーションをいかに保たせるかが今後の課題である。 

 

オ 英語科 

（ア）取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＥＳ英会話の授業内容の充実・発展のため、本校高校教員が中学校での郡所属のＡ

ＬＴとのＴ・Ｔによる授業を参観し、これからのＴ・Ｔの在り方について議論した。 

また、中学校・高校における基礎英語力の増強のため、今年度は、高校教員がＴ２

として加わる中学校での授業をＥＳ英会話のみでなく通常の英語の授業とした。また、

中学校教員がＴ２として加わる高校での授業を引き続き英語Ⅰ（グラマー）とした。

また、高校生の基礎英語力増強のために週１回の英単語小テストや、英単語週末課題

○ 中学校におけるＥＳ英会話の授業内容の充実・発展と、高校教員の

指導方法の工夫・改善 

○ 中学校・高校における基礎英語力の増強 

○ 英語技能検定試験の合同実施 

○ スピーチコンテスト、英語による面接練習でのＡＬＴによる指導 

○ 定期テスト問題や交流授業における授業案等の情報の共有化 

○ ガイドライン作成による中高教員の情報交換の活発化 

「中高の教員でのＴ・Ｔによ
る、中→高の学習を滑らかに
つなぐ授業」の風景 
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を課した。 

さらに、英語技能検定試験については、今まで人数が規定以上集まらず開催するこ

とができなかった回があったが、４校の合同実施により、生徒が受検する機会が増え、

その結果、英語に対する意識が向上した。 

 

（イ）成果と課題 

成 果 課 題 

○ 中高共に相互の指導内容や生徒の

学習の進捗状況が把握でき、自校で

補強すべき点が明確になった。 

○ 中高共に交流授業において、基礎

英語力の増強を試み、生徒の実態を

把握することができた。 

○ 高１の授業について、中学校教員

が、中学校での既習事項を説明して

から本時の授業内容に入るというス

タイルができ、高校の授業内容への

移行がスムーズに行えた。 

○ 高校所属のＡＬＴが週に１度のペ

ースで中学校へ訪問できるので、中

学生にとっては貴重な体験となって

いる。 

○ スピーチコンテストや英語面接指

導については、文章校正から発音指

導まで、中学生、高校生ともにＡＬ

Ｔからの直接指導を受けることがで

き、生徒の英語力が向上した。 

 

○ Ｔ・Ｔの指導法の改善が必要であ

る。 

○ 各授業の前の中高教員間の十分な

協議時間の確保が必要である。 

○ 中学校の通常授業に加わる際、Ａ

ＬＴの活用法を議論していかなけれ

ばならない。 

○ 高校所属のＡＬＴが今年度日良居

中学校へ訪問することができなかっ

た。 

 

 

（ウ）今後の展望 

今年度ガイドラインの改訂が進んだが、中高ともにガイドラインを活用し、内容を

充実させるために、中高教員相互の協議をさらに深めていくことが重要である。 

Ｔ・Ｔについては、中学校の通常授業とＥＳ英会話、高校の英語Ⅰの授業で行って

いるが、各学校の時間割作成上の制約などから、事前に十分な協議時間を確保するこ

とが難しかった。 

ＡＬＴについては、本校所属のＡＬＴが各中学校に訪問しているが、昨年度から始

まった、週に１日の久賀高校への訪問や本校での授業数（１１時間）、中学校での授

業２時間の授業に移動の時間を含めた計４時間の時間確保のため、時間割を変更する

ことが非常に困難になっている。そのため、今年度は日良居中学校への訪問は叶わな

かった。加えて、今年度は本校での英会話の授業でのＡＬＴとのＴ・Ｔを１時間減ら

して対応した。来年度は、どの学校でも最大限ＡＬＴが活用できるように、多方面に

渡る条件整備が望まれる。 
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カ 音楽科 

（ア）取組 

 

 

 

 

（イ）成果と課題 

成果 課題 

○ 合 唱 指 導 に お け る パ ー ト 練 習

で、Ｔ１・Ｔ２がそれぞれ女声・

男声パートに分かれて範唱をしな

がら指導することで、発声のイメ

ージが明確になり効率の良い練習

ができる。 

○ 器楽の指導において、個別に時

間をかけて指導することができ、

早い段階で問題点に気づくことが

できる。 

○ 中学生の音楽に対する関心や技

能を把握することができ、高校で

の指導の際に、より個に応じた指

導が展開できる。 

○ Ｔ１・Ｔ２が共に男声の場合は女声

パートがイメージを作りにくいことも

ある。 

○ Ｔ１・Ｔ２で指導のポイントを共通

理解し、すべての生徒に対し一定以上

の指導を行う必要がある。  

○ パート練習では時間ごとに指導する

パートを変え、ひとりでも多くの生徒

とかかわりを持てるようにする必要が

ある。また、パート練習の際にも、個々

の生徒に目を向け、個別に指導する必

要がある。 

 

 

（ウ）今後の展望 

Ｔ・Ｔによる指導では、Ｔ１・Ｔ２それぞれの専門性を生かすことのできる授業を

行っていきたい。そのためにも、歌唱・器楽・鑑賞・創作の分野より、バランスよく

適切な教材を選択し効果的な指導を行っていきたい。 

歌唱指導ではＴ１・Ｔ２が女声・男声それぞれの範唱をすることで、基礎的な発声

の技術を伸ばして行きたい。器楽の指導においては、個別指導を中心にし、個々の問

題点に気づき効率の良い指導を行いたい。鑑賞・創作の指導では、生徒が自ら積極的

に学習活動に取り組むことができるような、説明や発問を考えていきたい。 

中学生・高校生のそれぞれの発達段階を踏まえての、生徒一人ひとりの音楽に関す

る能力・適性、興味・関心を把握し、系統的な情操教育を行っていきたい。 

 

 

キ 保健体育科 

 （ア）取組 

 

 

 

連携校では、柔道を武道の共通選択種目とし、中学校で得た柔道の技能を、いかに

して高校で発展させるかをテーマに研修を重ね、柔道の基礎・基本から発展した指導

方法まで共通化し、実践研究を行ってきた。 

連携４校の保健体育科の教員が昨年度、今年度で５名中４名が入れ替わった為、今

○ 専門性を活かした効果的なＴ・Ｔの在り方についての研究・実践 

○ 柔道の授業における練習方法及び指導方法の工夫・改善 
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年度は、これまでの研修で積み重ねてきた、柔道の授業における指導方法や、共通化

した内容などを再確認し、共通理解の徹底を図った。 

 （イ）成果と課題 

（ウ）今後の展望 

   指導方法や練習内容などこれまでの研修で共通化した内容を再確認し、共通理解す

ることができた。しかし、連携校以外の中学校からの入学や、連携校の生徒数の減少

等もあり、高等学校での柔道の授業の進め方をさらに工夫していく必要がある。  
   今後は中高一貫ストレッチや柔道の授業など、連携校が共通して取り組んでいる内

容のさらなる定着を図り、高等学校入学後、連携校の生徒がリーダーシップを取り、

授業を盛り上げていけるよう工夫、努力をしていく必要があると考える。 

 

ク 情報科 

 ～６年間を見通した「情報教育」における中高教育課程の連携～ 

（ア）取組 

 

 

 

下記の表は中学校と高校の情報教育に関する科目を示したものである。矢印で科目

の連携を示した。全生徒が情報教育を受けるのは高校１年までの４年間である。 

 

 

次の図は情報教育を実施していく上で、柱になっていくものを決め、それを図示し

たものである。２本の矢印の上に生徒に最終的に求める力「課題を論理的に解決する

能力」が掲げられている。６年間を通した教科指導の中で「基本的なコンピュータに

関する知識・技能」「望ましい情報モラル」を身につけていく中で「課題を論理的に

解決する力」を身につけて欲しいというものである。「課題を論理的に解決する力」

は目に見える形で現れるものではないが、情報化社会で生き抜くために生徒に身につ

けて欲しい力である。 

 

 

 

 成 果 課 題 

○ 連携校において教科の評価や指導方

法が共通化できるようになった。 

○ 連携校の生徒の基礎体力や技術等が

確認できるようになった。 

○ 連携３中学校の生徒数が減少し、

男女共修や他学年合同の授業が増

えてきているため、指導計画の共通

化を工夫しなければならない。 

＜ ６年間を通した情報教育の系統図 ＞

○ 望ましい「情報モラル」の育成 

○ 基本的なコンピュータに関する知識・技能の習得 
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（イ）成果 

「総合的な学習の時間」の成果を発表し合う「郷

土おおしま」発表大会で、テーマ学習のプレゼン

テーションを中学生と高校生が互いの作品を目に

することにより、いかに情報を効果的に発信し、

表し方に工夫を加えるか等、情報の収集や伝達の

仕方に対する興味を高める効果も期待できる。さ

らに、教員同士が指導内容を共有することにより、

授業の質が向上するものと思われる。 

（ウ）課題 

中学校が保有するパソコンの台数や、情報教育を実践している技術の時間が非常に

限られていること、そしてインターネット回線の通信速度が不足していることなど、

ハード面が不足している。そして中学校間でハード面・ソフト面において異なる実践

をしている情報教育をいかに根本的な部分で連携していくかなど課題は山積している

が、これから社会に出ていく生徒にとって、情報教育は必要不可欠なものである。そ

の一方で、近年インターネットを通して、トラブルに巻き込まれる児童が全国的にも

増加してきている。情報モラルについて、どのような取組が可能か、中高教員で一層

の連携を図りながら、今後検討していきたい。 

 

 

 

 

＜ 情報教育の目標の関連図 ＞



 52

○ 新たな枠組みでの中高一貫教育システムの検討および模索 

 

○ 再来年度の中学校の統合や新教育課程に対応した中学校の教育課程

の作成 

４ おわりに 

今年度は、来年度からの連携枠組み拡大を控えての準備の１年となった。教務主任会議

には久賀中学校・久賀校舎の教員も参加し、また１０月からは交流授業の試行もスタート

し、研究授業等も行われた。 

連携枠の拡大により、連携型中高一貫教育の規模も大きくなり、これまでの実践をその

まま行うことは難しい状況が考えられる。来年度以降の課題として、現在行っている中高

一貫行事がそのまま実施できるのか、スクールバスを廃止してからの行事等での輸送手段

がどうなるのか等挙げられる。これまでの橘・東和地域での中高一貫教育の実践を踏まえ

ながらも、周防大島地域の中高一貫教育としての新たな実践を考える時期になっていると

考えられる。 

今年度の実践研究の課題であった「周防大島高校が求める５教科の力」（ガイドライン）

については、事例集も完成し、活用も浸透してきた。来年度はこの活用事例集を中学校に

配布し、さらに効果的な活用を検討したい。 

もう１つの課題であった中高一貫した生徒指導体制の充実については、生徒指導部会を

中心に各校の校則を持ち寄り、服装・髪型等の基準のすりあわせが行われた。これにより

生徒も落ち着いて学校生活を送ることにつながった。しかし、統合の影響で中高一貫の枠

組外、特に大島郡外の生徒が増加してきたため、高校全体として落ち着いた雰囲気をいか

につくるかということが課題となってくる。 

 

以下に、来年度の目標を挙げておく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

まず、来年度から周防大島高校と久賀中学校を含む４中学校との中高一貫教育となる。

今まで以上に距離の離れた学校との中高一貫教育の実践を行っていくことになるので、今

までの取組のすべてが来年度以降も行えるかどうかが懸念される。また、再来年度には郡

内の中学校が４校に統合されることに伴い、全４中学校との連携となる見込みである。来

年度の検討は、再来年度を踏まえてのものになる必要がある。 

今までこの地域で行われてきた様々な取り組みのうち、どれを継続してどれを変更して

いくことになるのかという議論になることが予想される。これまでも、このような議論は

様々に行ってきたが、新たな視点と新たな体制で臨むことが求められている。これまで積

み上げてきた中高一貫教育の実績を再検討し、新たな方向へと一歩を踏み出して行くこと

が必要である。 

その中でも特に、平成２１年度から新教育課程への移行期間に入るため、平成２１年度

以降の周防大島地域の教育課程を、連携中学校と十分に検討し作成していかなければなら

ない。 

来年度以降も「地域の子供を地域で育てる」という原点に立ち返り、周防大島地域の中

高一貫教育の実践をさらに進めていきたい。 


